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記号 発行者名 記号 発行者名 

Ａ  東京書籍 Ｌ  新興出版社啓林館 

Ｂ  大日本図書 Ｍ  山川出版社 

Ｃ  教育図書 Ｎ  教研出版 

Ｄ  開隆堂出版 Ｏ  日本文教出版 

Ｅ  学校図書 Ｐ  学研教育みらい 

Ｆ  三省堂 Ｑ  自由社 

Ｇ  教育出版 Ｒ  育鵬社 

Ｈ  教育芸術社 Ｓ  学び舎 

Ｉ  光村図書出版 Ｔ 廣済堂あかつき 

Ｊ 帝国書院 Ｕ  日本教科書 

Ｋ  大修館書店   

 



出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 国語 】 １／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ａ  

〇「本編」には、思考力

等を養うのに適した多

彩な教材が精選されて

いる。「基礎編」には学

習を深める言葉の力の

重点が系統的に示され、

「資料編」では、学習を

深めたり広げたりする

資料が充実している。 

〇巻頭・巻末に、教材と

学習事項、言葉の力等の

関連が一覧で示され、見

通しやつながりを意識

した学習ができるよう

工夫されている。 

〇防災、国際理解、環境、

情報等の今日的課題を

テーマとした教材を採

録するとともに、古典や

伝統文化に関する教材

を豊富な資料と併せて

採録し、社会の課題や生

き方について論理的・多

面的に考えられるよう

工夫されている。 

〇本編の「学びの扉」の

内容を基礎編の「学びを

支える言葉の力」で深

め、他の学習に活用でき

るよう工夫されている。 

〇漫画による「学びの

扉」、美しい写真や絵図、

物語仕立ての「日本語探

検」等により、学びへの

興味・関心が高まるよう

随所で工夫されている。 

〇１年古典の導入で「浦

島太郎」を取り上げて昔

話と比較したり、「伊曽

保物語」でギリシャの寓

話集との関連を示した

りするなど、古典学習へ

の興味を引き出すため

に効果的な工夫がされ

ている。 

〇「私のタンポポ研究」

「観察・分析して論じよ

う」等、文章と図表を関

連づけて読んだり書い

たりする学習により、論

理的思考力を育成する

よう工夫されている。 

〇361 冊の多彩な読書

案内や読書活動が示さ

れ豊かな読書生活を支

える工夫がされている。 

〇思考ツールを使った

学習等、メディアリテラ

シーや情報活用能力を

育成する工夫がある。 

〇「つながる・広がる」

で、学習事項と生活場面

とのつながりを示した

り、リンクマークを使っ

て書写・他教科との関連

を示したりする等、生き

て働く言語能力の育成

に資する工夫がある。 

〇「広がる言葉」「言葉

を広げよう」では、教材

と関連させつつ多くの

語彙を掲載し、思考や表

現の幅を広げ、語感を磨

き、語彙を豊かにできる

よう工夫されている。 

〇Ｄマークコンテ

ンツによって朗

読・映像資料、練習

問題等が利用でき、

家庭学習において

主体的に学べるよ

う工夫されている。 

〇オリジナルキャ

ラクターを登場さ

せ、生徒と同じ目線

で問いかけや対話

をすることで生徒

の気づきを促し、意

欲的に学べるよう

工夫されている。 

〇学習を「目標・問いか

け」「言葉の力」「振り返

り」という統一した流れ

で構成するとともに、話

し合う活動を多く設け

ることで主体的対話的

で深い学びができるよ

う工夫されており、特に

優れた教科書である。 

〇豊かな情操を育む作

品や写真、生徒の学習意

欲を高める工夫等が随

所に施されており、特に

優れた教科書である。 

Ｆ  

○本編と資料編の 2 部

構成からなる。資料編で

は実社会で生きる実践

的な知識・技能や自学自

習に役立つ教材が分か

りやすくまとめてある。

また、「思考の方法」が

まとめて配され、自己の

考えの形成を促す工夫

がされている。 

○本編では単元毎に「学

びの道しるべ」で学習の

流れを示し、生徒が主体

的に学びを広げていけ

るよう工夫されている。 

○「読む」領域では各教

材に「読み方を学ぼう」 

を配し、3年間で 22の

読み方スキルを身につ

け活用できるよう、分り

やすく図解している。 

〇社会性や現代性のあ

る題材、身近な課題や未

来の課題を扱った題材、

古典的価値や話題性の

ある題材がバランスよ

く配置され、学習を通し

て多様なものの見方、考

え方ができるよう工夫

されている。 

〇古典では絵写真や年

表等を効果的に配し、本

文とともに古典の世界

に親しめる工夫がある。 

〇「表現プラザ」では、

生活から題材を選び、古

典等の手法を踏まえて

楽しく表現の工夫がで

きるようにしている。 

〇「歌の言葉」「私の読

書体験」を設け、有名人

の作品や体験談等を通

して言葉や読書への興

味・関心を高められるよ

う工夫されている。 

〇多様な情報を関連づ

けながら現代の課題に

ついて考えをまとめる

単元を設定し、3年間を

通じて系統的に情報活

用能力や自分の考えを

形成する力を育成でき

るよう工夫されている。 

〇１年「古事記」、３年

「能・狂言」の古典教材

は出雲神話や本県の神

楽文化に通じており、郷

土愛や伝統的な言語及

び文化を継承する態度

の育成につなげられる。 

〇防災や地域の魅力等

の実生活に係る課題に

ついて、図やデータ等の

複数情報を関連づけて

考えを表現する学習が

多様に設定されている。 

〇資料編に、情報検索の

方法や著作権等の情報

活用に係る事柄、メモや

話し合いの仕方、辞書の

使い方や実用文書の書

き方等をまとめて図示

し、他教科や社会生活で

も活用できるよう工夫

されている。 

〇巻末に「学習用語

辞典」を置いて国語

学習に役立つ用語

をまとめ、中高を通

じた国語学習で生

かせるよう工夫さ

れている。 

〇読書案内や古典

等に二次元コード

を配して資料を提

供することで、理解

を広げたり、自主的

に学んだりできる

よう工夫されてい

る。 

〇実生活に生きる言葉

の力を育成するため、

「学びの道しるべ」を始

め、読み方や考え方、情

報の扱い方、語彙等の学

習を効果的に配し、生徒

が意欲的主体的に学べ

るよう工夫されている。 

〇学習活動と各種の学

び方スキルの関連を示

し、既習事項を振り返っ

たり、資料編を確認した

りしながら学習できる

よう工夫されている。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 国語 】 ２／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｇ  

○各学年の「言葉の地

図」では、教科書の構成、

学習内容と付けたい言

葉の力や言語活動例等

が一覧で示され、見通し

をもって学習できるよ

う工夫されている。 

〇持続可能な開発目標

（ＳＤＧs）と関連づけ

て各単元を構成し、多様

な視点から社会や世界

の課題、主体的な生き方

について考えられるよ

う工夫されている。 

○各学年に「学びのチャ

レンジ」として応用問題

を設け、目的に応じて多

様なテキストを関連づ

けて読みながら、思考

力・判断力・表現力を高

めることができるよう

工夫されている。 

〇「読む」領域では、学

習のてびき「みちしる

べ」を示し、内容の読み

を深め、自分の考えを形

成・共有することができ

るよう工夫されている。 

〇「メディアと表現」で

は、漫画や広告等の生徒

が日常生活で接する多

様な表現媒体を取り上

げ、興味をもって各媒体

の特徴や効果を理解し、

自己の表現に生かせる

よう工夫されている。 

○１年の古典では、導入

として「桃太郎」で関心

を高め、３年では「古典

文法活用表」を掲載して

高校の学習につなげる

よう工夫されている。 

○各単元・教材に関連す

る多種多様な図書を「広

がる本の世界」で紹介す

るとともに、ビブリオバ

トルやポップづくりな

どの様々な読書活動に

つながるような工夫が

されている。 

○「最後の一句」の作者

紹介、巻末の「『ふるさ

と』を巡る」で、島根の

代表的作家である森鷗

外が取り上げられてお

り、郷土の作家への興味

を喚起できる。 

○各学年に「持続可能な

未来を創るために」を設

け、他教科の学習との関

連が図れるようにする

とともに、考えの形成や

問題解決に向けた話し

合いの力が高まるよう

工夫されている。 

〇巻末折込に「理解に役

立つ言葉・表現に役立つ

言葉」を設け、語彙の拡

充と、論理的な思考・表

現に役立てられるよう

工夫されている。 

○内容に応じて「ま

なびリンク」を設

け、家庭学習で利用

できるワークシー

トや、読書、参考作

品、動画・画像など

の資料が見られる

工夫がされている。 

○「言葉の自習室」

では、レポートの書

き方や百人一首、話

す・書くテーマ集

等、様々な言語活動

を促す内容を幅広

く取り上げている。 

〇各教材に「学びナビ」

を配して、学び方の要点

や思考方法、身につけた

い力の重点を示し、「学

習の流れ」「みちしるべ」

に従って課題追究の学

習過程が習得できるよ

う工夫されている。 

○小学校で習得した事

柄を確認し、高等学校の

学習にもつなげられる

ように、学習内容の解説

や、教材の構成が工夫さ

れている。  

Ｉ  

〇「読む」領域には、絵

や図表を効果的に用い

た教材を多く配し、文章

と図表等を関連づけて

読んだり、考えをまとめ

たりできるよう工夫さ

れている。 

〇巻末「学習を広げる」

では、文章の読み方や思

考の方法、名作の冒頭文

等の幅広い内容を紹介

し、自主的に国語の学び

を広げたり他教科の学

習に役立てたりできる

よう工夫されている。 

〇「書く」領域では、 職

業ガイド等の多様なテ

ーマ・文種を取り上げ、

情報を正確に読み取り

根拠をもって書く力や、

自分の考えを表現豊か

に書く力を高められる

よう工夫されている。 

〇巻末に「学習を振り返

ろう」を設け、領域別の

演習問題に取り組むこ

とで、１年間で身につけ

た力を確認し、日常生活

に生かせるよう工夫さ

れている。 

〇１年生の「古典の世

界」では、３年間で学習

する教材を年表や絵を

用いて親しみやすく紹

介し、現代とのつながり

を意識させながら古典

学習への興味が高まる

よう工夫されている。 

〇年２回の読書単元で

は、「君たちはどう生き

るか」や「星の王子さま」

の翻訳の読み比べを掲

載し、興味・関心をもっ

て読みを広げる工夫が

されている。 

〇「学習の窓」では、学

習を通して身につける

力のポイントを、図を用

いて簡潔に示すととも

に、巻末一覧として領域

別にまとめることで、繰

り返し活用できるよう

工夫されている。 

〇単元「情報社会を生き

る」を設け、情報を適切

に読み解き、主体的に考

える様々な学習を通し

て、論理的思考力や情報

活用能力が育成できる

よう工夫されている。 

〇各学年に「聞き上手に

なろう」を設け、主体的

に聞くことや、対話・質

問に係る多様な言語活

動を位置づけることで、

対話的で深い学びを支

える基礎力が高まるよ

う工夫されている。 

〇巻頭折込「思考の地

図」には、学年に応じた

思考ツールがまとめら

れており、様々な場面で

考えを形成したり思考

を深めたりできるよう

工夫されている。 

〇二次元コードを

配置し、興味・関心

を高めたり、家庭学

習等で学びを深め

たりできるよう工

夫されている。 

〇「季節のしおり」

「言葉を味わう」等

で、四季の言葉や詩

歌を美しい挿絵と

共に紹介し、日本語

の豊かさに触れて

感性を磨き、言語感

覚を養えるよう工

夫されている。 

〇教材末の「学習」（て

びき）に、学習過程と身

に付ける力の要点を明

示することで、主体的に

学習が進められるよう

工夫されている。 

〇優れた文章教材や巻

末資料「語彙を豊かに」

「学習のための用語一

覧」等により、系統的に

語彙力を高め、語感を磨

くことで思考力・表現力

を養えるよう工夫され

たよい教科書である。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 書写 】 １／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ａ 

○各学年の扉に３年間

の書写学習の流れと該

当学年の学習内容が分

かりやすく示され、見通

しをもって学習できる

よう工夫されている。 

○基本単元と活用単元

「生活に広げよう」で構

成され、巻末には「書写

活用ブック」として、生

涯にわたって活用でき

る実用的な知識や書式

が網羅されている。 

○１年生の冒頭に「小学

校の学習を振り返ろう」

を置き、３年生では高校

の書道学習について紹

介するなど、小中高の学

びの接続を図っている。 

○基本単元は、硬筆書写

から課題を見つけ、「書

写のかぎ」（学習ポイント）

をふまえて学習事項を

毛筆で確認した後、硬筆

文字に応用し定着を図

るという流れで構成さ

れ、主体的に学べるよう

工夫されている。 

○コラム「文字のいず

み」を設け、文字の歴史、

書写の道具、手書き文字

の良さなど、様々な事柄

を取り上げて文字文化

への興味を高め、その担

い手としての自覚を促

すよう工夫されている。 

○学習を深める多様な

情報が漫画や鮮明な写

真とともに豊富に掲載

され、興味・関心が高ま

るように工夫されてい

る。 

 

○「生活にひろげよう」

では、「職場訪問をしよ

う」等の教材を置き、書

写の学習が体験や暮ら

しに生かせるようにす

るとともに、教科横断的

な学習が展開できるよ

う工夫されている。 

○「書き手の意図と表

現」「思いを文字で表そ

う」等では、目的や意図

に応じて効果的に文字

を書く力の育成が図れ

るよう工夫されている。 

○「書写で学ぶこと」「仕

事の中の手書き文字」等

で、書写学習の意義を理

解したり、仕事や将来の

生活と自分を結び付け

て考えたりできるよう

工夫されている。 

○リンクマークで国語

や他教科等の学習に関

連する内容が示され、書

写の学びを他の学習や

生活に生かせるよう工

夫されている。 

○人物やキャラク

ターの吹き出しを

使って学習のポイ

ントを分かりやす

く示している。 

○デジタルコンテ

ンツでは、筆の動き

や関連教科書の紙

面等が視聴でき、授

業や家庭学習に主

体的に取り組める

よう工夫している。 

○裏表紙に保護者

へのメッセージを

掲載。 

○各単元が課題解決的

な学習過程で構成され、

実際の生活に結び付け

た教材や思考・対話を重

視した活動によって、書

写の力をつけていける

特に優れた教科書であ

る。 

○古典や情報教育、社会

生活等の幅広い観点か

ら文字を扱っており、生

涯にわたって主体的な

文字の使い手となれる

よう工夫されている特

に優れた教科書である。 

Ｆ 

○「基礎編」「本編」「資

料編」で構成される。「基

礎編」では、書写の姿勢

や筆の持ち方等の基本

事項を絵写真を用いて

分りやすく示し、「資料

編」では、日常の各種書

式、書写に関する知識、

手本等を掲載している。 

〇各単元に「書き方を学

ぼう」を配して学習のポ

イントを示すとともに、

巻末に一覧表としてま

とめている。 

○硬筆教材では、練習用

のマス目が多く、なぞり

書きもできるようにな

っており、硬筆ノートと

しても活用できる。 

○毛筆で学習した内容

を硬筆で繰り返し書く

ことによって習得させ、

普段の自分の書字に生

かせるよう、構成が工夫

されている。 

○「自分の文字を書き残

そう」では、１年の書き

始めの文字と３年の集

大成の文字が対比して

書けるようになってお

り、自己の成長が自覚で

きる工夫がされている。 

〇「身のまわりの文字」 

では写真とともに様々

な書体の文字や達人が

紹介され、興味をもって

文字文化について考え

られるよう工夫されて

いる。 

 

○点画の組み立て方の

基本や間違いやすい文

字の筆順が、矢印や囲

み、線の色分け等で、分

かりやすく示されてい

る。 

〇毛筆補充教材が充実

しており、自主的に学び

を広げられる工夫があ

る。 

○活字と手書き文字を

比べて印刷文字の課題

に気づかせたり、手書き

文字の許容範囲を示し

たりすることで、学習や

実生活に生かせるよう

工夫されている。 

○「グループ新聞を作ろ

う」「情報誌を作ろう」

では、他教科や総合的な

学習の時間との関連が

図れるよう内容が工夫

されている。 

○篆刻や古典の優

れた筆跡を紹介す

るなど、高校書道へ

の関心が高まるよ

う工夫されている。 

○４７都道府県の

位置や名物を確認

しながら、都道府県

名を硬筆で書く教

材があり、楽しく学

習できる工夫がさ

れている。 

○「書いて身につけよ

う」では、豊富な書き込

み欄と振り返り欄を設

け、毛筆学習の内容が硬

筆に生かせるよう工夫

されている。 

○文字文化の豊かさを

示すたくさんの資料が

掲載され、文字文化の担

い手となる意欲を高め

る工夫がある。 

 

3



出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 書写 】 ２／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｇ 

〇様々な教材や文字文

化に関する資料を豊富

に掲載している。硬筆の

練習内容や量も充実し

ており、毛筆の学びが硬

筆に生かせるよう工夫

されている。 

〇話し合い活動や考え

を書き込む欄を随所に

設け、主体的対話的で深

い学びにつながるよう

工夫されている。 

 

 

 

○「試し書き」から課題

を発見し、毛筆で課題解

決する。その学習成果を

硬筆で確認し、振り返り

を行うという「学習の進

め方」が明示され、主体

的に学習できるよう工

夫されている。 

〇「目的に合わせて書こ

う」では、目的や必要に

応じて文字を効果的に

書く力を身につけると

いう書写学習の意義を

理解し、意欲的に取り組

めるよう工夫している。 

○学校生活や日常生活

に即した学習活動や具

体例が絵写真と共に掲

載され、意欲的に学習で

きるよう工夫されてい

る。 

〇コラム「あの人が残し

た文字」「建築と書」等

では、人・もの・ことの

視点から豊かな文字文

化に触れて、興味・関心

を高められるよう工夫

されている。 

○「多様な表現による文

字」では、身の回りの

様々な文字や松江城を

はじめとする４７都道

府県の城址碑文を掲載

し、効果的な文字表現に

ついて考えられるよう

工夫している。 

〇「情報を整理して、活

動につなげよう」では、

情報活用能力の育成と

関連づけながら効果的

に文字が書けるよう工

夫されている。 

○「校庭の植物観察をレ

ポートにまとめる」「お

すすめの本の帯やポッ

プをつくる」「新聞を書

く」など、各教科等との

関連を図った学習課題

が工夫されている。 

○「書式の教室」では、

手紙や年賀状、包み紙、

エアメール、願書や志願

理由の書き方等、実用的

な書式を取り上げ、書字

を通して主体的に社会

に関われるよう工夫さ

れている。 

〇「まなびリンク」

で毛筆書写の動画

を見ることができ、

書くリズムや筆脈

等の確認ができる。 

〇１年生の最初に

「学習内容を効果

的にノートに書こ

う」を設け、文字を

正確に読みやすく

書くことの意義を

理解し、書写学習へ

の意欲が持てるよ

う工夫されている。 

○豊かな文字文化に触

れるとともに、書写を学

習する意義や楽しさが

感じられるように、多様

な教材が工夫され、写真

資料やコラムも充実し

ている。 

○書写学習で習得した

力を他教科や社会生活

に活用できるよう工夫

された優れた教科書で

ある。 

Ｉ 

〇他社と異なり、Ｂ５版

サイズの教科書である。

〇硬筆練習帳として「書

写ブック」（全 28 ペー

ジ）を綴じ込みで添付。

毛筆学習をもとに、豊富

な硬筆練習を通して書

字力の定着が図れるよ

う工夫されている。 

〇大きな手本と、すっき

りとゆとりのある紙面

構成で、学習のポイント

が分かりやすいよう工

夫されている。 

○１年「読みやすく書く

ための楷書」、２年「読

みやすく速く書くため

の行書」、３年「文字を

使い分ける」など、各学

年の冒頭で学習の目的

を明示している。 

〇「考えよう」「確かめ

よう」「生かそう」とい

う学習の流れを示し、見

通しをもって主体的に

学習できるよう工夫さ

れている。 

○「私の好きな言葉」で

は、有名なスポーツ選手

や漫画家の色紙を教材

に学習が組み立てられ、

興味を持って取り組め

るよう工夫されている。

○コラム「やってみよ

う」では、書字の速さを

比べたり、テレビ番組タ

イトルをデザインした

りするなど、楽しみなが

ら書く力を高めるよう

工夫されている。 

○「全国文字マップ」で

は、出雲大社や鳥取砂丘

の碑文を取り上げ、身の

回りの文字に関心が持

てるように工夫されて

いる。 

○ＵＤ文字を取り上げ

て、様々な文字がＵＤの

観点で表示されている

ことを示し、見やすく読

みやすい文字の大切さ

について考えられるよ

う工夫されている。 

○「行書を活用しよう」

「はがきの書き方」で

は、文字を書く意欲を喚

起し、書写学習と学校生

活・日常生活とのつなが

りが実感できるような

内容になっている。 

○学級目標や職場訪問

の壁新聞の書き方を実

生活や国語学習と関連

づけて学べるように、教

材化されている。 

○「文字の歴史を探

る」「物語を千年書

き継ぐ」等で文字の

役割や歴史を学び、

文字文化の豊かさ

を理解しながら、そ

の担い手としての

自覚を促せるよう

工夫されている。 

○二次元コードが

随所に配され、硬

筆・毛筆の運筆動画

等の豊富な資料が

提供されている。 

 

○各教材の最初に考え

たり話し合ったりする

活動が置かれ、学習ポイ

ントを示した「学習の

窓」を核に、思考力・判

断力・表現力が高められ

るよう工夫されている。 

○何を何のために学習

するのかが明確にされ

ており、統一された学習

過程に基づいて、主体的

に学習できるよう工夫

されたよい教科書であ

る。 

 

4



出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 社会（地理的分野） 】 １／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ａ 

○基礎的・基本的な内容

構成であり、分量も適当

である。 

○地理学習に必要な

様々な技能を取り上げ

た「スキル・アップ」と

資料活用力を高める「資

料から発見！」で、学習

を進める上で必要な技

能が身に付けられよう

工夫されている。 

（ｐ.15,71） 

 

○内容ごとに「学習課

題」「チェック」「トライ」

で、学習の見通しと振り

返りができるよう配慮

されている。 

（ｐ.78,79） 

○単元末のまとめでは、

「みんなでチャレンジ」

様々な思考ツールを用

いて対話をし、深い学び

ができるよう配慮され

ている。（ｐ.242,243） 

 

○各章のはじめで、写真

で小学校の学習を振り

返り、「導入の活動」で

学習の見通しをガイダ

ンスできるよう工夫さ

れている。（ｐ.6,7） 

○「地理にアクセス」で

学習に関連のある話題

を取り上げ、視点を変え

てとらえたりすること

ができるよう工夫され

ている。（ｐ.93） 

 

○竹島の写真と地図が

北方領土・尖閣諸島とと

もに掲載されている。 

○海士町の遠隔授業の

様子や松江市のルビー

でのまちおこしが取り

上げられている。 

（ｐ.26,197,205） 

○他分野・他教科との関

連を図った学習が進む

よう、マークが表示され

ている。（ｐ.21,23） 

○世界・日本の諸地域で

は、それぞれの地域で仕

事や活動をする人のイ

ンタビューや「もっと地

理」で、身近な問題への

課題意識が高まるよう

工夫されている。 

（ｐ.118,189,196） 

○「読み取る」「考

える」「集める」「ま

とめる」で知識・技

能を活用し、学習を

深めるよう工夫さ

れている。 

（ｐ.21,28,82） 

○他分野や他教科

との関連を確かめ

ることができるよ

うになっている。 

（ｐ.5） 

 

○単元ごとの「探求課

題」では、話し合い活動

を行いながらまとめ、解

決することで、思考力・

判断力・表現力を身に付

けることができるよう

な配慮が優れている。 

（ｐ.235,242,243） 

○現代的な諸課題を意

識して学習を進められ

るよう配慮された優れ

た教科書である。 

（巻頭3, p.1,55,270） 

 

Ｇ 

○基礎的・基本的な内容

構成である。 

○「地理の技」のコーナ

ーを設け、地図やグラフ

の基本的な扱い方が身

に付けられるよう工夫

されている。 

○内容ごとに、「学習課

題」「確認」「深めよう」

で、見通しと振り返りが

できるようになってい

る。（ｐ.96,97） 

○学習内容に関するコ

ラム「地理の窓」を設け、

興味・関心を高めるよう

配 慮 さ れ て い る 。

（ｐ.194,195） 

○折り込みでは、宇宙か

らとらえた地図などを

載せ、興味・関心が高ま

るよう工夫されている。 

（ｐ.129～132） 

○竹島の写真と地図が

掲載されている。 

（ｐ.25） 

○伝統芸能として石見

神楽が、また交通手段の

多様化として石見空港

の状況が取り上げられ

ている。 

（ｐ.189,199） 

○他分野との関連があ

るところにはページと

内容が示されている。 

（ｐ.23,31） 

○「地域から世界を考え

よう」や「現代日本の課

題を考えよう」で、身近

な問題への課題意識が

高まるよう工夫されて

いる。 

（ｐ.64,228） 

 

 

 

○小学校と中学校

との学習との接続

や地理的な見方・考

え方、地図のきまり

や地図帳の使い方

がわかりやすく示

されている。 

（巻頭Ⅰ‐Ⅳ、ｐ.6

～8） 

○基礎・基本を身に付け

る内容と深める学習が

きちんと配置されてい

る。 

(p.188,189,200,201) 

○現代的な諸課題を意

識してつくられている

よい教科書である。 

(巻頭Ⅳ,p.149,200) 

 

 

5



出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 社会（地理的分野） 】 ２／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｊ 

○基礎的・基本的内容で

簡潔にまとめられてい

る。 

○「技能をみがく」では

地理の基礎的な技能が

身に付けられるように、

「資料活用」では資料に

関する問いかけや作業

内容が示され、主体的に

学習に取り組めるよう

工夫されている。 

（ｐ.5,36） 

 

○内容ごとに、「学習課

題」「確認しよう」「説明

しよう」で、見通しと振

り返りができ、補足説明

や「解説」で、学習を深

めることができる。 

（ｐ.112,113） 

○単元末の「節の学習を

振り返ろう」は、自分で

まとめながら、段階に応

じて思考力、判断力、表

現力をつけることがで

きる。（ｐ.250,251） 

○「地理プラス」「未来

に向けて」で、学習に関

連のある話題やテーマ

で学習への興味・関心を

高めるよう配慮されて

いる。（ｐ.197,257） 

○節の振り返りでは、最

後に「私たちとの関わ

り」という視点で自分の

生活に学習が生かせる

ような工夫がしてある。 

（ｐ.185） 

 

○竹島の歴史的経緯か

ら現在の状況までが本

文に掲載され、「地理プ

ラス」に隠岐の人々の願

いや竹島の日について、

また、位置と国境がわか

る地図が掲載されてい

る。(ｐ.20,21) 

○文化財と伝統文化を

生かす取組として石見

銀山、出雲大社、石見神

楽が紹介されている。 

（ｐ.187,198,199） 

○小学校や他分野との

関連部分には、分野と内

容がページ下部に示さ

れ、わかりやすくなって

いる。（ｐ.20） 

○「声」「地域のあり方

を考える」で、それぞれ

の地域の実社会の人々

の具体的な話を取り上

げ、学習内容を身近な問

題としてとらえられる

よう工夫されている。 

（ｐ.180,252） 

 

○動画サイト、コン

テンツにつながる

二次元コードが多

く掲載され、学習を

広げ深められるよ

う工夫されている。 

（ｐ.3,13） 

 

 

○単元ごとの「問い」で

知識・技能や思考力・判

断力・表現力を身に付け

学習を自分の生活に生

かすことができるよう

な配慮が特に優れてい

る。(p.174,184,185) 

○環境・防災・共生のテ

ーマをコラムで特設し、

現代的な諸課題を意識

して学習できる特に優

れた教科書である。(巻

頭1,2 p.89,91,191) 

Ｏ 

○内容・分量ともに適当

である。細かい記述の部

分が比較的多く、「中央

構造線」などやや難しい

用語もみられる。 

○「スキル up」で、地

理の学習で育てたい技

能を６種類に整理し、系

統立てて習得できるよ

う工夫されている。 

（ｐ.4） 

○「学習課題」「確認」

「深めよう」で、内容ご

とに見通しと振り返り

ができ、学習内容を深め

ることができるように

なっている。 

（ｐ.68,69） 

 

○「地理＋α」「チャレ

ンジ地理」で、課題を主

体的に調べたり、興味・

関心をもって学習を深

めたりできるよう配慮

されている。(p.21,151) 

○単元の最初に写真と

ともに３択クイズを取

り入れ、学習への興味・

関心が高まるよう工夫

されている。 

（ｐ.44） 

○竹島の地図と写真が

掲載され、出張竹島展や

竹島資料室についても

ふれられている。 

（ｐ.19） 

○地域活性化の取組と

して海士町の島留学が

紹介されている。 

（ｐ.188） 

 

○それぞれの地域に住

んでいる人の話を取り

上げた「自由研究」のコ

ーナーで、学習内容を身

近な問題としてとらえ

られるよう工夫されて

いる。 

（ｐ.186,190） 

 

○地理的な見方・考

え方について、イラ

ストを交えてわか

りやすくガイダン

スできるよう示さ

れている。 

（巻頭Ⅱ,Ⅲ） 

 

○内容ごとに見方・考え

方を設定し、まとめで

は、様々な思考ツールで

技能や思考力、判断力・

表現力を身につけるこ

とができるよう工夫さ

れている。(p.188～191) 

○コラムや資料などを

通して現代の様々な状

況を考えたり学んだり

できるよい教科書であ

る。(p.104,246,262) 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 社会（歴史的分野） 】 １／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ａ 

○見開き２ページの本

文の周囲に、豊富な写真

や資料がある。本文の行

間はゆとりがあり、読み

やすい内容である。 

○写真や図表がわかり

やすく配置され、「スキ

ル・アップ」のコーナー

では、情報収集、読み取

り、まとめの技能が習得

できる構成になってい

る。 

(p.37) 

○各章の導入では、小学

校の内容との関連が示

され、章のまとめで学習

内容と年表が完成でき

るよう工夫されている。 

（p.18,58） 

○小学校での学習を振

り返り、各章や各節、各

授業の学習課題を示し

て、段階に応じて単元を

まとめることができる

よう工夫されている。 

（p.19,59） 

○特集ページ「資料から

発見」では、絵巻物や屏

風絵などの絵画資料か

ら、その時代をとらえら

れるように工夫がされ

ている。（p.52,53） 

○コラム「もっと歴史」

では、琉球やアイヌの文

化について紹介し、興味

関心をもって文化の多

様性を学べるように工

夫されている。

（p.90,91,140,141） 

○コラム「もっと歴史」

では島根県と神話を取

りあげ、出雲大社ととも

に出雲神話や佐陀神社

について詳しく記述さ

れている。（p.54） 

○竹島について「領土を

めぐる問題の背景」で

は、写真や当時の地図を

用いて、島根県への編入

の経緯が記述されてい

る。（p.178,180,259） 

○「歴史にアクセス」や

「もっと歴史」のコラム

では、伝統・平和・防災・

人権などのマークが示

され、関連を意識できる

ように工夫されている。 

（p.87,242,274） 

○他教科の学習とつな

がりの強い内容には「教

科関連マーク」がついて

おり、教科等横断的な視

点で捉えられるよう工

夫されている。(p.15) 

○二次元コードか

ら時代ごとにまと

められたサイトに

アクセスできる。 

○「みんなでチャレ

ンジ」では、対話的

な活動によって多

面的・多角的に考え

られるよう、構成さ

れている。(p.191) 

 

○各単元を貫く問いで

ある「研究課題」の解決

にたどり着くまでの構

成が整っており、理解し

やすいものになってい

る。 

○各分野や各教科との

連携を意識した構成で、

人権・平和問題など現在

につながる事象につい

て様々な視点からとら

える工夫されている。 

〇総合的に見て特に優

れている教科書である。 

Ｇ 

○文字の行間にゆとり

をもたせ、写真や図表も

間隔をとり、見やすい構

成になっている。 

○章末の見開き２ペー

ジには、時代のつながり

や変化について、復習が

できるようになってい

る。また、絵画資料とと

もに学習課題が設けら

れるなどの工夫がされ

ている。(p.94,95) 

○各節の導入では、学習

課題を示して見通しを

持たせ、節のまとめで語

句を利用してまとめる

活動が取り入れられて

いる。（p.95） 

○学習のまとめで利用

する年表は、見開き２ペ

ージであり、見やすく配

慮されている。 

(p.56,57) 

○すごろくにチャレン

ジやカード作りなど、興

味・関心をもって小学校

での学習の振り返りが

できるように工夫され

ている。（p.2～6） 

○タイトルの上の部分

に時代スケールがあり、

学習する時代の位置が

わかるように工夫され

ている。 

○「銀で結びつく世界」

というテーマについて

取りあげ、石見銀山の銀

がどのような役割を果

たしていたのかが説明

されている。（p.106） 

○竹島について「形づく

られる日本」の本文で島

根県への編入が記述さ

れ、コラムの中で編入の

経緯や韓国の不法占拠

について記述されてい

る。（p.176,268） 

○「身近な地域の歴史を

調べよう」では、情報を

集めたり、まとめたりす

る活動について詳しく

紹介されている。(p.10

～16) 

○「歴史を探ろう」とい

う特集ページでは、14

のテーマから当時の様

子と現在の暮らしとの

つながりを考えられる

ように構成されている。 

(p.140,141) 

○二次元コードか

ら様々なデータベ

ースにアクセスで

き、資料や動画など

を閲覧できるよう

になっている。 

○巻末の「世界地図

の歴史」では、世界

の形が歴史上、どの

ようにとらえられ

てきたか、関心を引

く資料が掲載され

ている。 

 

○「歴史を探ろう」や「歴

史の窓」など学習内容を

深めるページが多くあ

り、多面的・多角的な視

点で歴史的事象をとら

えるような工夫がされ

ている。 

○章末の「時代の変化に

注目しよう」ではその時

代と、次の時代の変化に

ついて考える活動を取

り入れている。(p.94,95) 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 社会（歴史的分野） 】 ２／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｊ 

○各時代のようすを想

像図やイラスト、世界地

図など大きく掲載され

ており、学習で使いやす

いように工夫されてい

る。（p.80,81） 

○各章に配置されてい

るコラムや特集ページ

は、学習内容を深化や違

う視点からとらえられ

るような工夫がされて

いる。 

○章や節の導入では、学

習課題を示して見通し

をもたせ、段階的に課題

解決ができるように工

夫されており、歴史的な

見方を利用してまとめ

る構成となっている。 

○「タイムトラベル」と

いう各時代のようすを

想像図で掲載し、これか

ら学習する時代のイメ

ージを持てるように、前

の時代との比較ができ

るように工夫されてい

る。（p.80,81） 

○特集ページ「多面的・

多角的に考えてみよう」

では「赤穂事件を考察す

る」など学習者の興味・

関心を引くような課題

が示されている。 

（p.144,145） 

○世界地図上に想像図

や各地域とのつながり

を示して、世界の動きと

関連して興味や関心を

もてるように工夫され

ている。(p.42,43) 

○古代の学習では「荒神

谷遺跡の銅剣」や出雲地

方を中心に点在する「四

隅突出型墳丘墓」が取り

あげられ、国や権力の誕

生について記述されて

いる。（p.27,32） 

○竹島について「新たな

外交と国境の画定」の本

文に島根県への編入が

記述されている。また、

コラムで編入の経緯や

韓国の不法占拠につい

て記述されている。

（p.179,267） 

○コラム「未来に向け

て」では、持続可能な開

発目標に関連する内容

として、未来の社会のた

めに、参考となる先人の

取組が紹介されている。 

(p.153) 

○巻末の「多面的・多角

的に構想する」では、歴

史の学習を振り返り、現

在と未来の日本や、世界

とのありかたについて、

対話を通して考えられ

るように構成されてい

る。(p.286,287) 

○二次元コードか

ら、コンテンツごと

にまとめられたサ

イトにアクセスで

きる。 

○ページ右側に年

表が掲載されてい

ることから、常に時

代を確認でき、世界

の動きを意識でき

るように工夫され

ている。 

○「章の学習を振り返ろ

う」では、年表や図表を

使って課題に対する自

分の考えをまとめ、学習

者同士との対話を通じ

て各時代を大観できる

ように工夫されている。

（p.92,93） 

○時代の想像図である

「タイムトラベル」で

は、内容と想像図の関連

がつかめるように工夫

されている。(p.80～83) 

○総合的に見て、優れた

教科書であると考える。 

Ｍ 

○見開き２ページの写

真・図表などの資料の数

が多い。本文の記述も詳

細であり、歴史的事象に

関する説明が丁寧であ

る。 

○日本史と世界史の年

表が各資料とともに掲

載されており、また、世

界地図も多く掲載され

ていることから、世界の

動きと関連付けて学習

するように工夫されて

いる。(p.102,103) 

○各授業では、１～２程

度の学習課題を示して

見通しをもたせ「終末」

にある「ステップアッ

プ」でさらに学習内容を

深化するように課題掲

示がされている。 

(p.112,113) 

○特集ページ「歴史を考

えよう」では、さまざま

な資料を読み取り、学習

内容について考えを深

める工夫がされている。 

(p.76,77) 

○コラム「地域からのア

プローチ」では、特定の

地域を取りあげ、その時

代と関連する史跡や特

産品について紹介され

ている。（p.58,59） 

○世界地図を用いて世

界の様子や遺跡などが

イラストで示されてお

り、世界全体の発展のよ

うすが興味・関心をもっ

て読み取れるように工

夫されている。 

（p.110,111） 

○「ヨーロッパ人との出

会い」では、石見銀山に

ついて、銀山が示された

当時の地図や銀の写真

が掲載され、当時の海外

における銀の需要につ

いて説明されている。

（p.113） 

○コラムでは、竹島の島

根県への編入と韓国に

よる不法占拠について

記 述 さ れ て い る 。

（p.266,267） 

○コラム「歴史へのアプ

ローチ」では、琉球文化

とアイヌ文化が詳細に

示され、日本における文

化の多様性について、考

えられるようになって

いる。(p.88～91) 

○特集ページ「歴史を考

えよう」は主権者の育成

の観点から作成されて

おり、普通選挙や日本国

憲法などについて考え

られるよう構成されて

いる。(p.228,229) 

○二次元コードか

ら様々なサイトに

アクセスでき、動

画、資料などを見る

ことができる。 

○「身近な地域を調

べよう」では、調査

スキルのポイント

がまとめてあり、他

教科の学習にも活

用できるように説

明されている。 

(p.8～13) 

○各章の導入で日本史

と世界史の年表を並記

したり、各時代の世界の

様子を地図とイラスト

で紹介したりして、世界

の動きとの関連を意識

できるように構成され

ている。 

○章末のまとめでは、地

図や図表を活用し、視点

を明確にしてまとめ、直

接記入ができるように

工夫されている。

(p.152,153) 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 社会（歴史的分野） 】 ３／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｏ 

○時代ごとの様子をと

らえる資料が多く使用

され、特に文化財に関す

る資料は豊富に掲載さ

れている。 

（p.98～101） 

○「先人に学ぶ」「女性

史コラム」など、先人の

取組を学び、これからの

生き方について考える

ような工夫がされてい

る。(P.154,155) 

○各編の導入に、複数の

資料が掲示され、時代の

比較をするなど学習課

題が見つけられるよう

に工夫されている。ま

た、各編のめあてが示さ

れている。(p.106～107) 

○「チャレンジ歴史」な

ど歴史的事象の考察や

対話的な活動を通じて

学習を深化させる特設

ページが多く載ってい

る。(p.216,217) 

○特設ページ「歴史との

対話を未来に活かす」で

は、学習を振り返り未来

を考える活動が設けら

れている。 

（p.298～305） 

○各編の導入の「地図で

見る世界の動き」では、

世界地図や写真があり、

世界とのつながりに興

味をもつ工夫がされて

いる。（p.66,67） 

○コラムでは、石見銀山

についてヨーロッパの

国々に認められ、戦国時

代に要所として争われ

たことが記述されてい

る。（p.121） 

○「領土の画定と隣接地

域」の本文、年表、地図

で竹島の島根県編入に

ついて、特設ページで歴

史的経緯と現在の状況

について記述されてい

る。

（p.192,193,292,293） 

○巻頭ページには、過去

と現在の街並みや人々

の様子が比較してあり、

生活のつながりがわか

るように構成されてい

る。 

○コラム「先人に学ぶ」

では人権保障、世界平

和、文化の発展などに取

り組んだ人々を紹介し、

道徳などとの関連を図

るよう工夫されている。 

(p.215) 

○二次元コードか

らサイトにアクセ

スでき、学習内容を

深めることができ

る。 

○巻末の「歴史学習

の基礎資料」とし

て、絵画資料の見方

や土地制度の移り

変わり、文化財の種

類について詳しく

説明されている。 

○文化財資料や考古学

資料が多数掲載され、資

料を比較したり背景を

考えたりする活動を通

して、多面的・多角的な

視点で歴史的事象がと

らえられるように工夫

されている。 

○学習するときの手立

てとなる「歴史的な見

方・考え方」について、

詳しく説明されている。

(p.12,13,18) 

Ｒ 

○多くの人物が取りあ

げられ、写真とともに詳

細に紹介されている。多

角的な視点で歴史的事

象が考えられるように

配慮されている。 

（p.208,209） 

○古代の宗教観や神話

など、日本の成り立ちに

ついて詳しく紹介され

ており、古来の見方・考

え方について触れるこ

とができる。 

（p.44,56,57） 

○各章の導入の「○○の

世界へようこそ！」で

は、見開き２ページの絵

画資料に着目して、その

時代の特徴やその他の

時代との比較ができる

ように工夫されている。 

(p.72,73) 

○特集ページ「歴史のタ

ーニングポイント」で

は、各時代を代表する大

きな出来事を詳細に掘

りさげ、学習者同士の意

見交換ができるよう工

夫されている。（p.150） 

○特集ページ「私の博物

館をデザインしてみよ

う」では、自分が学芸員

になり展示方法を考え

るなど、各時代の特徴に

ついて興味を持って学

習する工夫がされてい

る。（p.151） 

○各章の導入では「鳥の

目」でイラストを、「虫

の目」で絵画資料を見て

時代をとらえ、興味関心

を持って学習できるよ

うに工夫されている。

（p.70～73） 

○コラムでは、日本の神

話について詳しく記述

され、その中で出雲大社

や島根県の神代神楽が

紹介されている。

（p.56,57） 

○竹島について「明治初

期の外交と国境の画定」

の本文に島根県への編

入が記述されている。コ

ラムの中で編入の経緯

や韓国の不法占拠につ

いて記述されている。

（p.183,267） 

○江戸時代の生活につ

いて書かれたコラムで

は、環境に配慮した生活

の知恵について記述さ

れ、現代の課題を意識し

た構成となっている。 

(p.133) 

○「震災の日本史」が特

設ページで設けられて

いる。震災から得た教訓

から、これからをどう生

きるかということにつ

いて、考えることができ

るよう工夫されている。

(p.284,285) 

○各章の導入で、

「歴史ものさし」を

使うことで、時代の

範囲や当時の様子、

日本の発展につい

てとらえることが

できるよう工夫さ

れている。(p.69) 

○章末には年表や

地図を使ったまと

めがあり、最後には

歴史学習全体のま

とめができるよう

工夫されている。

(p.292,293) 

○人物について「なでし

こ日本史」や「人物クロ

ーズアップ」で多く取り

あげられ、その時代の背

景や人々の思いについ

て知ることができるよ

う工夫されている。

(p.214) 

○特集ページで「このこ

ろの世界は」では、当時

の世界の様子について

詳しく述べられ、世界の

動きと関連付けて学習

できるように構成され

ている。(p.84,85) 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 社会（公民的分野） 】 １／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ａ 

○図表、写真等の資料が

多く、資料の活用の視点

が示されるなど、社会的

事象について考えるた

めの工夫がされている。

（p.12,18,19） 

○「スキルアップ」で公

民学習をすすめる上で

の基礎的・基本的な技能

の身につけ方が示され、

各章の「まとめの活動」

には複数の思考ツール

を用いた整理方法が示

されている。 

(p.34,35,85,101) 

○各章ともはじめに単

元の学習を貫く「探究課

題」を設定し、節ごとの

「探究のステップ」や、

１時間の授業の「学習課

題」を考えることを通し

て、「探究課題の解決」

に迫る構成となってい

る。（p.6,7,8,32,34,35） 

○１時間の授業の最後

にはチェック＆トライ

で、また各章の最後には

基礎基本のまとめで学

習内容の定着を図る構

成となっている。 

(p.9,33) 

○各章の導入部では、現

代社会の見方、考え方に

ついて触れるシミュレ

ーション活動を通して

章の探究課題につなげ

る工夫がされている。

(p.128,129,76,77) 

○「公民にアクセス」や

「もっと公民」では、学

習内容の補充や深化を

図ることができたり、異

なる視点でとらえたり

することができる。 

(p.16,57,171) 

○竹島問題について、特

設ページにて、写真や新

聞記事などをつけて、領

土問題の経緯や我が国

の外交努力に加え、島根

県による「竹島の日」制

定について記述されて

いる。(p.184) 

○成年年齢が18歳に引

き下げられることに向

けて、「18歳へのステッ

プ」として選挙と契約に

ついて取りあげ、意識が

高まるよう工夫されて 

いる。 

(p.88,89,136,137) 

○「みんなでチャレン

ジ」では、小グループで

の対話的な活動が設定

されており、生徒が多様

な意見に触れながら、価

値判断や意思決定をお

こなうことができる。 

（p.9） 

○終章では、社会の諸課

題を解決するために「自

分にできること」を提案

するレポート作成をす

る活動が設定されてお

り、生徒の社会参画を促

すものとなっている。

(p.213～219) 

○他分野(地理、歴

史)との関連を示す

ことで、多面的・多

角的に考察する力

を育てられるよう

工夫されている。

(p.10,14) 

○二次元コードに

よって学習に役立

つリンク集と繋が

ったり、シミュレー

ションなどが行え

たりするよう工夫

されている。 

(p.5,81) 

○各単元を貫く問いで

ある「研究課題」の解決

にたどり着くまでの構

成が整っており、理解し

やすいものになってい

る。 

○図表・写真などの資料

が豊富で、また個人やグ

ループで取り組む作業

や活動が随所にあり、さ

らにそれらの内容もわ

かりやすく、技能や思

考・判断・表現の力がつ

くよう工夫されている。 

〇総合的に見て、特に優

れた教科書である。 

Ｇ 

○教科書の使い方につ

いて具体的に説明され

いるため、安心して学習

に取り組むことができ

る。(p.4) 

○図や写真などが多く

掲載され、また、用語や

本文の解説が側注で説

明されており、理解しや

すいように工夫されて

いる。(p.16,17) 

○各章ともはじめに学

習テーマや「見方・考え

方」を提示し、章末で、

三段階の課題で振り返

る構成になっている。 

(p.12,13,34,35,36) 

○見開きページは、学習

課題・確認・表現の三段

階で構成され、思考力・

判断力・表現力の育成が

できるように設定され

ている。(p.40,41) 

○学習への興味・関心を

高めるために、学習コラ

ム「公民の窓」を効果的

に取りあげている。 

(p.47) 

○人物にスポットをあ

てた「クリップ」で、さ

らに学習への意欲が高

められるように工夫さ

れている。(p.51) 

○竹島問題について、

「日本固有の領土」「韓

国政府は領土問題の存

在を否定」と本文に記載

されている。また、写真

と解説も掲載されてい

る。(p.197) 

○過疎地域から世界へ

発信している、大田市の

中村ブレイスを取りあ

げている。(p.189) 

 

○「公民の技」では、個

人やグループ活動を通

して、公民の学習で身に

つけさせたい技能や表

現を養えるように工夫

されている。(p.89)  

○見開きページ右下端

に、小学校・他分野・ 

他教科の関連があり、教

科横断的な視点で学習

できるように考えられ

ている。(p.20) 

○学習に役立つさ

まざまな情報をウ

ェブサイトで閲覧

できるように、「ま

なびリンク」が設定

されている。(p.5) 

○ノートの取り方

について取りあげ、 

自学の視点が示さ

れている。（巻頭Ⅳ） 

○全体を通して、本文・

資料・写真等がバランス

よく配置され、見やすい

ように工夫されている。

また、印刷が目に優しい

教科書である。 

○内容のまとめでは、学

習内容の確認、知識の定

着、説明したりする振り

返りが毎時間できるよ

うに工夫されている。 

(p.15) 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 社会（公民的分野） 】 ２／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｊ 

○図表、写真等の資料が

多く掲載され、資料活用

のポイントを示したり、

難しい語句については

同ページに「解説」を設

けたりするなどの配慮

が さ れ て い る 。

(p.3,4,69) 

○｢技能をみがく｣では、

基礎的な技能として、新

聞の活用の仕方や思考

ツールを用いた整理の

仕方などが示されてい

る。（p.71,72,103） 

○章のはじめに「章の問

い」を提示し、章末のま

とめで、意見の整理や意

見交換などの三段階の

活動を通して「章の問

い」を考える構成となっ

ている。（p.3,16) 

○見開きページは、最初

に追究のきっかけとな

る資料や課題が示され、

学習の最後には「確認」

と「説明」で内容の定着

を図る構成となってい

る。（p.3,4） 

○各部の導入では、「学

習の前に」という学習内

容に関するイラストが

描かれ、随時イラストを

振り返ることで、具体的

にイメージして考える

ことができるようにな

っている。(p.1,2,4) 

○「公民プラス」や「先

輩たちの選択」では、身

近な実社会の動きを取

りあげ、興味・関心が高

まるように工夫されて

いる。（p.4,13,14） 

○竹島問題について、

「日本固有の領土」「不

法に占拠」「国際司法裁

判に委ねようと提案」と

本文に記述され、側注で

は、編入の経緯などが記

述されている。 

(ｐ.175,176) 

○「よりよい社会を目指

して」では、人権尊重や

自然環境保護といった

課題や解決に向けた取

組を取りあげることで

社会参画を促している。

（p.49,50） 

○「アクティブ公民」で

は、実際の生活に即した

課題について話し合っ

たり、選択・判断に取り

組んだりして、本文での

学習を深められるよう

工夫されている。

(ｐ.163,164) 

○各章末に第４部第２

章でのレポート作成の

ための視点が示されて

おり、レポート作成を進

めやすい配慮がなされ

ている。 

（p.106,203～210） 

○単元「企業と経 

済」では、「パン屋

を起業しよう」が設

定され、自分ごとと

して課題に取り組

める工夫がされて

いる。（p.127～144） 

○二次元コードに

よって学習に役立

つリンク集と繋が

ったり、シミュレー

ションなどが行え

たりするよう工夫

されている。 

（巻頭4,p.3） 

○自然災害を資料や課

題として取りあげ、防災

について考えが深まる

よう工夫されている。 

（巻頭1,2,4,17,141） 

○各部に設けられたイ

ラストを、学習途中や学

習後に振り返ったり、単

元を通したシミュレー

ションを設定したりす

るなど、学習が深まるよ

う工夫されている。 

（p.1,2,4，127～144） 

〇総合的に見て、優れた

教科書である。 

Ｏ 

○図表、写真、統計資料

等が多く、複数の資料を

もとに社会的事象につ

いて考えるための工夫

がされている。 

(p.8,9,12,13など) 

○最下段に地理的・歴史

的分野での既習事項と

の関連が示され、今まで

の学習を振り返りなが

ら学習を進めていける

よう配慮されている。

(p.8,10,12など) 

○見開きページで、学習

のきっかけとなる資料、

課題と「見方・考え方」

が示され、最後に理解を

確かなものにするため

の問いが示されている。

(p.10,11) 

○各編の終末には「学習

の整理と活用」があり、

整理の仕方が身に付け

られるよう構成されて

いる。(p.32,33)シミュ

レーション 

○各編の導入に漫画を

用いて考える活動が設

定され、学習内容の見通

しや興味・関心がもてる

よう工夫されている。

(p.6,7,34,35) 

○「公民＋α」「チャレ

ンジ公民」では、最近の

話題や生徒が身近に感

じる話題を学習内容に

関連して取りあげてい

る。(p.11,50,74) 

○竹島問題について、

「日本固有の領土」「不

法に占拠」と本文に記載

され、領土をめぐる「公

民＋α」では歴史的背景

が記述されている。

p.182～184) 

○「明日に向かって」で

は身近な地域が抱える

問題を考える活動が設

けられ、社会参画を促す

構成となっている。

(p.116,117) 

○38ヶ所の「アクティ

ビティ」では、「見方・

考え方」などを用いて考

察したり話し合ったり

して、学習が深まるよう

工夫されている。

(p.9,11,23) 

○終章では、持続可能な

社会の実現をめざすレ

ポート作成に向け、課題

例や作成のポイント、発

表方法まで具体例を挙

げている。(p.212～220) 

○「バリアフリー」

のページでは、実際

に点字が載せてあ

り、実感をもって理

解できるように工

夫されている。

(p.50) 

○重要語句だけで

なく多くの語句に

ルビがふられ、ユニ

バーサルデザイン

化が図られている。 

○各編や各時で課題解

決の手掛かりとなった

り、理解を深めたりする

「見方・考え方」を示し

ている。(p,123,124) 

〇本文に関連した資料、

補足コラムなどの情報

が多く、物事の考え方や

情報を読み取る力を応

用できるように工夫さ

れた教科書である。 

(p.11,29,50,74) 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 社会（公民的分野） 】 ３／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｑ 

○見開きページの資料

や写真が視覚的に捉え

られるように、効果的に

配置されている。特にグ

ラフが大きく、また見や

すいため、思考を深める

ことができる。（p.11） 

○難しい用語について

は側注解説がつけられ

ている。(p.71) 

○見開きページで構成

し、学習内容とねらいが

示され、見通しがもてる

構成となっている。 

(p82,83) 

○章末の「学習のまとめ

と発展」では、最重要語

句の確認とさらなる深

い学びができるように

「学習の発展」が設定さ

れている。(p.42) 

 

○「ミニ知識」を活用す

ることにより、学習への

興味・関心を高めととも

に、吹き出しのコメント

を通して、自分の考えを

確認・整理することがで

きるように工夫されて

いる。(p.172) 

○学習内容を深めるた

めに、歴史上の著名人や

写真が取りあげられて

いる。(p.70) 

○竹島問題について、複

数ページで記述されて

いるとともに、国際司法

司裁判所への提訴につ

いても触れられている。 

(p.167,170,171) 

○教科書裏表紙にはわ

が国の領域が示され、領

土問題に対する意識が

高まるように工夫され

ている。 

 

○「アクティブに深めよ

う」では、身近な話題を

通して、将来主権者・地

域社会の担い手として

どうあるべきかを考え

させる内容が盛り込ま

れている。（p.40,41） 

○課題の探求「レポート

と卒業論文をつくろう」

では、社会科学習のまと

めができるようになっ

ている。(p.214～216) 

○全 72 単元が連番

で示してあり、学習

進度を把握しやす

くなっている。 

○巻頭や「もっと知

りたい」では、日本

の技術や伝統・文化

について紹介し、こ

れらに気付き誇り

に思えるように構

成されている。 

（巻頭ⅰ-ⅲ，  

 p.14～21） 

 

○本文の内容に関連し

た歴史上の人物や著名

人が写真や説明で取り

あげられている。 

（巻頭ⅰ-ⅲ、p.55） 

○「もっと知りたい」「ミ

ニ知識」等で、日本の歴

史・伝統文化・現代的課

題にについて取りあげ

れている。(p.56,57,68,  

69,154,155) 

 

Ｒ 

○図表、写真（特に新聞

記事）が多く掲載され、

学習内容に関連した条

文や法令、条約または側

注解説をのせ、生徒の理

解を促している。

(p.26,27,50,55) 

○「スキルアップ」では、

新聞の社説を比べたデ

ィベートや思考ツール

を用いた情報の整理な

ど、公民学習の基礎的な

技能が身に付けられる

ように配慮されている。

(p.87,112,113) 

○各章のはじめにある

「入り口」で、その章を

貫く課題に取り組み、章

末では学習した内容を

生かして取り組む課題

が設定されている。

(p.36,37,72,73) 

○毎時間の学習のまと

めでは、学習内容の確認

を行い、知識の定着を図

ったり、因果関係を説明

することで学習を深め

たりできるよう工夫さ

れている。(p.19,45) 

○各章のはじめにある

「入り口」では、市議会

議員やコンビニの経営

者になり課題を考えた

り話し合ったりするこ

とで、興味・関心が高ま

るよう工夫されている。

(p.76,77,116,117) 

○「学習を深めよう」で

は、本文で説明したこと

をより詳しく解説した

り、関連する情報を紹介

したりして、学習内容を

深める工夫がされてい

る。(p.60,61) 

○竹島問題について、特

設ページを設け、竹島に

関する歴史的経緯や、

「于山島」をめぐる日本

と韓国の主張を韓国で

の地図も交えて掲載し

ている。(p.186,189) 

○現代社会の課題とし

て「情報化」について詳

しく取りあげ、持続可能

な社会に向けて幅広く

考えることができる工

夫がされている。

(p.131,145) 

○「やってみよう」では、

昼休みのグラウンド使

用や裁判のシミュレー

ションなど個人や班で

取り組む作業や活動を

通して、本文の学習を深

められるよう工夫され

ている。(p.31,102) 

○最終の「社会科のまと

め」では、持続可能な社

会を築く観点から内閣

総理大臣として政策提

案のレポート作成を例

示している。(p.204～

209) 

○巻頭や巻末で

SDGs について取り

あげ、最終のレポー

ト作成まで関連付

けたり、society5.0

について取りあげ

たりしている。(巻

頭・巻末,p.199) 

○日本の伝統文化

について、身近な祭

りを調べるなど、そ

の良さに気付くよ

う工夫されている。

(p.24,25) 

○様々な社会的事象に

興味をもって考えるこ

とができるよう教材が

工夫して配置されてい

る。日本の祭りや伝統文

化の特設ページを設け

たり、「学習を深めよう」

で日本の習慣を取りあ

げたりして、日本の良さ

に気付くよう工夫され

ている。 

（p.24,25,161,学習資

料p.210,211） 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 社会（地図） 】 １／１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ａ 

○教科書に似た表紙の

デザイン、サイズも教科

書と同様のＡＢ版サイ

ズの 192 ページで、UD

フォントを使用し、地図

や資料ともに明るい彩

色を採用している。 

○縦見開きで地球儀を

３分割した地図があり、

世界の位置関係を捉え

やすいよう工夫されて

いる。(p.29,61,67) 

○一般地図、土地利用図

や断面図、地域の特色を

追究するためのテーマ

資料の順で配列されて

おり、検索しやすいよう

構成されている。 

○「ジャンプ」マークで、

他のページの資料と関

連付けができるように

なっている。 

(p.94,161) 

 

○キャラクターの吹き

出しで課題を示すなど、

学習のポイントに着目

させる工夫がある。 

（ｐ.23） 

○都道府県の産品とお

国自慢の資料などが示

してあり、学習の動機づ

けとして活用できるよ

う工夫されている。 

（ｐ.22,165,188） 

 

○中国地方では、竹島の

拡大図が掲載され、日本

固有の領土であること

や領土問題に関する記

述がある。（ｐ.97,190） 

 

○巻頭の特集で現代的

な諸課題をテーマ別に

取り上げ、理解につなが

る資料が掲載されてい

る。(p.7～14) 

○世界全体の地理的な

特色のページが設けら

れ、各地域で現代社会の

諸課題に関する追究に

活用されやすいよう工

夫されている。 

(p.15～28) 

 

 

○「テーマ資料」の

後には、その地域に

関連する歴史的及

び公民的分野の内

容の写真や分布図

などが配置されて

いる。 

(p.66,95,96,131) 

○三分野に関連する資

料が掲載され、課題の発

見や追究に活用しやす

いよう工夫されている。

(p.21,39,95,131) 

○現代社会の課題を大

きく取り上げ、その課題

を追究したりする上で

必要な知識や技能の習

得をめざした構成とな

っている優れた地図帳

である。(p.7～14) 

Ｊ 

○全188ページで、一回

り大きなＡ版となり、大

きな紙面で、縁取り文字

を使用し、濃淡がはっき

りした彩色で情報を 

読み取りやすい。各地域

の特色が捉えやすい記

述や資料、グラフなどが

適切に配置されている。 

○小学校で身に付けた

技能を生かせるよう「地

図の使い方」が具体的に

示されている。 

（ｐ.5～8） 

○各地域の同一ページ

内の資料図は同縮尺で

示され、比較し、関連付

けながら考察できるよ

うになっている。 

（ｐ.27,28） 

○日本を扱うページは、

一般地図、資料、図に続

き、歴史、産業、防災学

習等の課題追求するた

めの資料が掲載されて

いる。(p.107,108) 

 

○立体的かつイラスト

を配した鳥瞰図により

地域的な特色や人々の

生活などをとらえやす

いようになっている。 

（ｐ.31,32,88） 

○世界の生活・文化につ

いて、イラストや写真を

豊富に用いて、違いが分

かりやすいよう工夫さ

れている。 

（ｐ.15～18） 

○竹島の標高色別の拡

大図や航空写真が国後

島や尖閣諸島とともに

掲載されている。また、

日本固有の領土である

ことや韓国が不法に占

拠していることの記述

もある。 

（ｐ.30,80,89） 

 

 

○防災・環境の資料が日

本全ての地域の資料図

に掲載され、身の回りの

生活における防災意識

や関心が高まるよう工

夫されている。 

(p.108,149) 

○世界のすべての地域

の資料に「日本との結び

つき」を取り上げ各地域

と日本との関係につい

て追究しやすいよう工

夫されている。(ｐ.44) 

○「地図活用」のコ

ーナーが複数設け

てあり、具体的な問

いにより地図や資

料を読み取る視点

が示されている。 

（ｐ.49,105） 

 

 

○地図は大きく表示さ

れ、標高の高低差の配色

が鮮やかで、違いがわか

りやすく、見やすく各地

の特色が捉えやすい。 

(p.109) 

○「地図活用」や「学習

課題」コーナーを設け、

授業でも家庭でも主体

的に地図帳を活用でき

るよう工夫された特に

優れた地図帳である。 

(p.22,57,151) 

 

13



出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 
【 数学 】 １／４ 

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ａ 

○１年には０章があり、

算数で学習した内容を取

り上げて、数学での学習

の進め方、ノートの作り

方を示し、中学校の学習

がスムースに進められる

よう配慮されている。 

(１年p.9～16) 

○章末の問題には活用の

問題が含まれ、また、巻

末には補充問題があり、

個に応じて取り組むこと

ができるよう工夫されて

いる。 

(３年p.162～164, 

248,249) 

○「文字と式」では、等

式と不等式をまとめて扱

っており、違いを意識し

ながら正しく理解できる

よう工夫されている。 

(１年p.84,85) 

○「平行と合同」の導入

では、多角形の角の和の

説明から学習を始めてお

り、あることがらをもと

に新しい性質を導くとい

う筋道を立てて説明する

ことに意識を向けさせる

工夫がされている。 

(２年p.98～100) 

○章の扉には、身近な場面

がイラストで提示され、問

いを投げかける吹き出し

や章のめあても示されて

おり、生徒の興味・関心を

高め、主体的な学びになる

よう工夫されている。 

(３年p.127) 

○巻末の「数学の自由研

究」では、自ら進んで考え

たり調べたりする課題が

載せてあり、興味・関心を

もって思考・判断・表現で

きるように工夫されてい

る。(２年p.199～208) 

○章に入る前に「大切

にしたい数学の学び

方」で、「深い学び」

のページの学び方を

具体的に示している。

(全学年p.6,7) 

○巻末の章末問題の

解答には「考え方」や

「説明のポイント」な

どが書かれており、生

徒が自分で学習を進

めることができるよ

う工夫されている。

(２年p.226) 

○「学びを広げよう」

では、数学を社会で

活用している人をイ

ンタビュー形式で紹

介し、それに関わる

課題を載せている。

(１年p.182,183) 

○他教科と関連のあ

る題材には、教科関

連マークをつけ、教

科のつながりが意識

できるよう工夫され

ている。(１年p.109) 

○巻末の「さくい

ん」では、数学用

語の説明を図を使

って表している。

(２年p.237,238) 

○各章に、めあて

となるタイトルを

つけ、生徒が見通

しをもって学習に

取り組めるよう工

夫されている。(１

年p.113) 

○活用問題を取り扱う節

では導入時に問題発見・

解決の過程を重視した数

学的活動を例示し、主体

的・対話的で深い学びと

なるよう工夫されてい

る。(２年p.83,84) 

○章末の活用の問題は、

写真を取り入れて提示

し、日常生活との関連を

意識しやすいよう工夫さ

れている。(３年p.208)

丁寧な記述や単元をとお

した課題設定など、生徒

が自分で学習を進められ

る特に優れた教科書であ

る。 

Ｂ 

○章の中でページの右端

に「プラス・ワン」とし

て補充問題が示してあ

り、個に応じた学習がで

きるよう工夫されてい

る。(２年p.21) 

○１つの小節は、「考え

よう」で課題提示、「め

あて」「活動」という流

れで、基本的に見開き２

ページの構成となってお

り、見通しをもって取り

組めるよう工夫されてい

る。(３年p.104) 

○１年１章を「数の世界

のひろがり」と設定し、

素数や素因数分解につい

て学んだあと「正の数・

負の数」の学習へつなが

るよう内容配列が工夫さ

れている。(１年p.12～

19) 

○２年２章連立方程式で

は、加減法と代入法のど

ちらの考え方からでも学

習できる構成になってい

る。(２年p.45) 

○章末には「活用・探究」

を設け、学習した内容を身

近な場面で活用したり発

展させたりする問題を載

せ、興味・関心を高めるよ

う工夫されている。 

(２年p.132) 

○漫画の一場面を載せ、興

味をもたせる導入になっ

ている。(１年p.164) 

○本文中には「伝えよ

う」や「判断しよう」

という問題（Ｑ）があ

り、意味理解が深まる

よう工夫されている。

(２年p.32,75) 

○数学的な見方・考え

方を働かせて学習で

きるよう、巻頭に数学

的な見方・考え方が具

体例を添えて掲載さ

れている。 

(全学年p.9) 

○数学と他教科や実

生活とのつながりが

理解できるように巻

末の「MATHFUL」では、

数学に関する読み物

を載せている。 

(３年p.242～253) 

○「社会にリンク」

では、仕事の中で数

学を役立てている人

へのインタビューを

載せている。 

(３年p.135など) 

○３年の巻末に、

既習事項と高等学

校数学とのつなが

りがわかるように

系統性を示してい

る。 

(３年p.276,277) 

○１・２年生のま

とめが付録として

ついており、切り

取って次の学年で

使えるよう工夫さ

れている。(１・２

年付録p.1～4) 

○問題発見から解決まで

の学習の進め方が示され

ており、その流れで学習

を進める課題が各学年の

利用の節にある。主体的 

・対話的で深い学びにな

るよう工夫されている。

(１年p.7～9,231,232) 

○章の扉に実生活に即し

た課題を取り上げたり

(１年p.124,125)、キャリ

ア教育の視点を多く取り

入れたりするなど工夫の

あるよい教科書である。 14



出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 
【 数学 】 ２／４ 

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｅ 

○関連する小学校の内容

や前学年の内容を「ふりか

えり」として載せ、学習が

スムースに進めることが

できるよう配慮されてい

る。(2年p.69) 

○章末の確認問題を基本、

応用、活用と分けたり、巻

末に復習問題や総合問題

を取り上げたりすること

で、個に応じて学習できる

よう工夫されている。 

(３年p.39～41,268～283) 

○「平面図形」では、「い

ろいろな角度の作図」とし

て、90°の作図を考え、そ

の後、角度に注目して基本

の作図を学習するように構

成されている。 

(１年p.168～176) 

〇基本の作図を学習した

後、「平行線と面積」を扱

っている。 

(１年p.177,178) 

○本文中の「TeaBreak」で

は、数学用語について詳し

く解説し、興味・関心を高

めることができるよう工

夫されている。 

(１年p.101) 

○立体の投影図、多角形の

外角の和、三平方の定理の

証明ではページの右上に

関連する図を載せ、興味・

関心を高めるよう工夫さ

れている。 

(１年p.199～219) 

○１年間の学習を振り返

り、数学を考える際に有

効な考え方をまとめてい

る。(１年p.262,263) 

○章の学習後「できるよ

うになったこと」を具体

的にチェックする欄や

「さらに学んでみたいこ

と」を書く欄が設けられ

ており、学びを振り返る

ことができるよう工夫さ

れている。 

(１年p.163) 

○各学年でSDGｓが取

り上げられており、数

学を活用して社会的

な課題や環境問題に

取り組む例がグロー

バルな視点で示され

ている。 

(２年p.216～218) 

○全学年の最初に「数

学の力」というページ

を設け、数学を活用し

て社会で活躍してい

る人のインタビュー

記事を取扱っている。 

○全学年、巻末には

プログラミングを

体験できる学習内

容が載せてある。 

○全学年巻末付録

としてホワイトボ

ード用のペンで書

いて消せるアイデ

アボードが付いて

いる。 

○「どんなことがわかった

かな」をまとめた後、さら

に考えてみたいことや新

たに見つけた疑問につな

がるように「次の課題

へ！」が設けられている。

(３年p.27) 

○導入問題であるＱに「見

方・考え方」を設定し、考

える際の重要な視点を示

している。(３年p.46) 

学習目標の明記や二次元

コード利用などの工夫が

されたよい教科書である。 

Ｇ 

○章の前には「～を学習す

る前に」が設けられ、既習

事項の確認とこれからの

学習への準備ができるよ

う工夫されている。 

(２年p.42) 

○章末には「学習のまと

め」が設けられ、章で学習

したことの要点が簡潔に

まとめられており、その後

で活用問題も含めた章末

の問題に取り組むことが

できるよう配慮されてい

る。(２年p.37～39) 

○１年は、１章「整数の性

質」を設け、素数と素因数

分解について扱い、数の見

方を広げたうえで、２章「正

の数・負の数」につなげて

いる。(１年p.13～22) 

○箱ひげ図と折れ線グラフ

を対比させ、それぞれのグ

ラフの有用性について考察

する機会を設けている。 

(２年p.211,212) 

○本文右端に「数学メモ」

として学習に関連する話

題が載せてあり、学習への

興味・関心を高めることが

できるよう工夫されてい

る。(２年p.147) 

○「学びのマップ」が設け

られ、必要に応じて前学年

の学習を振り返りながら

学習を進めることができ

るよう配慮されている。

(３年p.240～251) 

○各学年とも第１章を終

えたところでノートの効

果的な活用例を示し、家

庭学習で学びを深めるこ

とができるよう工夫され

ている。 

(３年p.44,45) 

○「みんなに説明しよう」

の問があり、自分の言葉

で違いや気づいたことを

説明することで、理解を

より深めることができる

よう配慮されている。 

(３年p.85) 

○「数学の広場」では、

数学が日常生活や他

教科の学習に活用さ

れていることがわか

るコラムやインタビ

ューが掲載されてい

る。(３年p.254,258) 

○さくいんでは、数学

用語の英語表記が併

記され、グローバル社

会に対応できるよう

工夫されている。 

(３年p.291) 

○「数学的な考え

方」がまとめてあ

り、折り込み部分は

どのページを学習

していても参照す

ることができるよ

う工夫されている。

(１年p.8～12) 

○「正の数・負の数」

で魔方陣について

の紹介として安野

光雅美術館の作品

が掲載されている。

(１年p.45) 

○章の扉のあと見開き２

ページには、イラストや写

真を用いた「Let's Try」

があり、そこで身近な場面

設定の課題が提示され、そ

の課題をもとに学習が展

開されるような構成にな

っている。 

(１年p.168,169) 

○ページの右側に脚注を

つけ、数学的な考え方や補

充問題の掲載ページなど

を載せ(１年p.52,53)、主

体的な学びができるよう

な工夫がされているよい

教科書である。 

15



出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 
【 数学 】 ３／４ 

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｌ 

○章末の問題「学びをた

しかめよう」では、「～

を理解していますか。」

ということばが示されて

おり、学習したことを振

り返ることができるよう

配慮されている。 

(３年p.156,157) 

○裏表紙からはじまる

「自分から学ぼう編」に

ある「学びのあしあと」

では、学習の記録ができ

るよう工夫されている。 

○身の回りの問題を図形

の学習内容を利用して解

決することで、学習と実

生活がつながることを実

感できるよう工夫されて

いる。 

(２年p.152,153) 

○箱ひげ図の長所と短所

の両面が紹介されてお

り、有用性についてより

把握できるよう工夫され

ている。 

(２年p.178,183) 

○「数学ライブラリー」

では、その章で学んだこ

とに関連する話題を取

り上げ、生徒の興味・関

心が高まるよう工夫さ

れている。(３年p.85) 

○生徒が解決の見通し

をもって取り組めるよ

う、キャラクターの吹き

出しを用いて、本文を補

ったり、生徒に気付きを

促したりしている。 

(１年p.74) 

○問題の後に、？マー

クで問題をひろげた

り、深めたりする視点

を示し、自分から問題

を生み出す力を身に付

けることができるよう

工夫されている。 

(２年p.104) 

○ページ下部分に、学

習場面で用いた数学的

な見方・考え方を示し、

その視点で学習を振り

返ることができるよう

工夫されている。 

(１年p.134) 

○裏表紙からはじま

る「自分から学ぼう

編」の「学びをいか

そう」では、実生活

や他教科に関連した

問題が扱われている

(１年裏p.27～56) 

○「学びのあしあと」

では、章で働かせた

数学的な見方・考え

方を１つ取り上げ、

数学の世界だけでな

く生活場面でも役立

つことができるよう

工夫されている。 

(１年裏p.4～6) 

○二次元コードが

載せてあるページ

では、動画やシミ

ュレーションだけ

でなく、章末問題

においてはヒント

や解答、関連問題

が示してある。 

(１年p.177) 

○「式の計算」で

長さを表すものの

一つとして、特急

サンライズ出雲の

写真と営業距離が

掲載されている。

(２年p.11) 

○表表紙の「みんなで学

ぼう編」から学習を進め、

裏表紙の「自分から学ぼ

う編」で学びの記録を残

したり深めたりできるよ

う構成されている。 

○章の後半には「～の利

用」が設けられ、問題発

見から解決まで流れをつ

くる活動が取り入れられ

ている。(３年p.79～81) 

データの活用領域では、

全学年で単元をとおして

問題解決的な展開になる

よう工夫されており、優

れた教科書である。 

Ｎ 

○アルファベットの斜の

書体の表が載せてあり、

文字と式の学習がスムー

スに進められるよう配慮

されている。(１年p.63) 

○章の前には、「～の学

習の前に(ふりかえり)」

があり、確認しておきた

い既習事項を振り返るこ

とで、学習がスムースに

進められるよう配慮され

ている。 

(３年p.128) 

◯「おうぎ形の弧の長さ

と面積」は「空間図形」

の中で、円錐の展開図と

関連させて扱い、おうぎ

形で学習したことがすぐ

に生かせるよう構成され

ている。 

(１年P.210～215) 

○証明のしくみをまとめ

たページを見開きで設

け、例を示しながらその

手順を理解できるよう工

夫してある。 

(２年P.130,131) 

〇章のはじめには、イラ

ストや実際の写真とそ

れに関連した疑問が吹

き出しで掲載され、これ

から始まる学習への興

味・関心を高めることが

できるよう工夫されて

いる。(１年p.157) 

○作図では、ゲームの場

面を設定し、巻末の付録

も使いながら、操作活動

を取り入れて楽しく学

習に取り組めるよう工

夫されている。 

(１年p.168,169) 

○裏表紙に「学びの自

己評価」を載せ、数学

の学習全体をとおして

大事にしたいことを確

認できるよう工夫され

ている。 

○Noteには、数学特有

の書き方など、ノート

を取るときの具体的な

注意点が書かれてい

る。(1年p.129) 

○「さがしてみよう」

「やってみよう」な

ど章の内容に関連す

る活動を取り上げ、

数学と実生活とのつ

ながりが実感できる

ようにしている。 

(３年p.203) 

○巻末の「数学旅行」

では、実生活や他教

科などに関する内容

を取り上げ、数学の

有用性を感じられる

ようにしている。 

(３年p.233～242) 

○巻末では、領域

ごとに内容のまと

めが掲載されてお

り、学びの連続性

を確認することが

できる。(３年

p.284～291) 

○「一次関数」で

は、ダイヤグラム

の学習の中で、山

陰本線の写真が掲

載されている。 

(２年p.101) 

○全学年に別冊「探究ノ

ート」がついており、本

冊を学んでから内容を深

めたり総合的な問題に取

り組んだりすることがで

きるよう工夫されてい

る。(２年p.31) 

○数学的活動を意図した

場面では、数学的な見

方・考え方を働かせて解

決に向かう姿を対話形式

で掲載(２年p.116)する

など、様々な考え方に触

れられるよう工夫された

よい教科書である。 

。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 
【 数学 】 ４／４ 

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｏ 

○見開き２ページを１つ

の小節とし、学習のめあて

を簡潔に示し、見通しをも

って学習できるよう工夫

されている。 

(３年P18,19) 

○各章の前に「次の章を学

ぶ前に」の問題があり、既

習事項の確認と次の学習

への準備ができるよう配

慮されている。 

(２年p.35) 

○「データの分布と確率」

では、データを捉える一つ

の方法として確率を考える

こともできるよう工夫され

ている。 

(２年p.162～190) 

○折り込みページにデータ

を掲載し、それを開いて学

習することで、後のページ

の学習で活用しやすいよう

工夫されている。 

(１年p.227) 

○「数学のたんけん」では、

学んだ内容に関連した話

題を載せ、知識を補充しな

がら興味・関心を高めるこ

とができるよう工夫され

ている。(３年p.183) 

○巻末の「ステップアッ

プ」では、例題、解答例と

その解説、さらに例題の考

え方を生かして解決する

問題が掲載され、生徒が自

分で学習を進めることが

できるよう工夫されてい

る。(３年p.250,251) 

○「証明の方針」を掲載

し、証明の見通しがもて

るよう工夫されている。

(３年p.34) 

○「誤答に注意」で誤答

を取り上げたり、「まち

がえやすい問題」でしっ

かり考えさせたりするこ

とで、理解がより深めら

れるよう工夫されてい

る。(１年p.49,147) 

○「身近なことがら」

という小見出しがつ

いており、学んだこと

と社会の関連性がわ

かるよう工夫されて

いる。(１年p.157) 

○巻末に「プログラム

と数学」を設けてあ

り、プログラミング的

思考の育成にも配慮

されている。 

(２年p.204,205) 

○「WEBマーク」が

あるページでは関

連したデジタル資

料がある。 

(１年p.35) 

○「方程式」の速さ

の問題で、隠岐郡の

フェリーの写真が

掲載されている。 

(１年p.122) 

○切り取ってノートに貼

ることもできる「対話シー

ト」が付録で添付されてお

り、対話的に学習を深める

ことができるよう工夫さ

れている。(１年p.58,59) 

○学習過程で働かせる数

学的な見方・考え方を「大

切な見方・考え方」として

本文右に示すことで(３年

p.105)、意識して繰り返し

見方･考え方を働かせるこ

とができるよう工夫され

た、よい教科書である。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 理科 】 １／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ａ 

〇分量は、１年105時間

分、２年140時間分、３

年 140 時間分となって

いる。発展的な学習内容

の記述は、１年3.75頁

分、２年12.75頁分、３

年 17.25 頁分となって

いる。 

〇発展的な学習内容に

マークがされており、必

修の内容との区別が明

確になるよう工夫され

ている。 

 

 

〇見開き２ページごと

に授業１時間となるよ

う構成されており、生徒

が見通しをもった学習

ができるよう工夫され

ている。 

〇章の始めと終わりに

「Before&After」があ

り、見通しをもって学習

に取り組んだり、振り返

りができたりするよう

工夫されている。 

〇節の導入に、身のまわ

りの事象の中から生徒

が課題を発見する場面

が設けられており、生徒

の興味・関心を高め、主

体的に学習できるよう

工夫されている。(１年

p.156） 

〇科学史のコラムや単

元末の科学読み物紹介

があり、生徒の興味・関

心が高まるよう工夫さ

れている。 

(２年p.29） 

〇探究のプロセスと自

分が行う言語活動が示

されており、生徒が主体

的に探究的な学習に取

り組めるよう工夫され

ている。(１年 p.2～

4,152～155） 

〇隠岐ジオパークと山

陰海岸ジオパーク(１年

巻末）、雲南市のたたら

製鉄(２年 p.61）、安来

市の和鋼博物館(２年

p.306）など、島根県の

自然や校外施設が紹介

されている。 

〇学習している内容と

関連の深い他教科の学

習内容が明示されてお

り、深い理解につながる

よう工夫されている。

(３年p.150） 

〇コラム「つながる科

学」により、学習内容と

日常生活や社会との関

連が分かるよう工夫さ

れている。(３年p.81） 

〇デジタルコンテ

ンツが多く用意さ

れ、シミュレーショ

ンによりイメージ

が苦手な生徒のつ

まずきを解消でき

るよう工夫されて

いる。(１年p.161） 

〇実験事故防止の

観点から、ガスバー

ナーを使用する実

験の準備物に保護

メガネが追加され

るとよい。 

〇A4 スリム判の紙面１

頁に探究の流れ（課題や

仮説）が収まることで、

探究の流れや目的意識

をもって観察・実験がで

きるよう工夫されてお

り、特に優れた教科書で

ある。 

Ｂ 

〇分量は、１年100時間

分、２年131時間分、３

年 136 時間分となって

いる。発展的な学習内容

の記述は、１年9頁分、

２年12頁分、３年21.25

頁分となっている。 

○単元のはじめに「これ

までに学習したこと」、

「これから学習するこ

と」があり、既習事項を

振り返り、見通しをもっ

た学習ができるよう工

夫されている。（２年

p.8,9） 

○「問題を見つけよう」

「計画を立てよう」「結

果から考えよう」「振り

返ろう」のマークを使う

ことで、科学的に探究す

るために必要な資質・能

力を育成する学びの過

程が分かりやすいよう

工夫されている。また、

育成する資質・能力を各

学年で重点化すること

で、３年間を通して育成

できるよう工夫されて

いる。（１年p.4,5） 

○生徒に親しみやすい

身のまわりと関連があ

るような写真や資料等

が掲載されており、関心

を高められるよう工夫

されている。（１年

p.140,141） 

○「やってみよう」では

身近なものを利用して

確認できる発展的な観

察や実験が紹介されて

おり、生徒の探究意欲を

高められるよう工夫さ

れている。（２年p.18） 

○巻頭の「理科の学習の

進め方」において、教科

書の流れに沿って、理科

の探究の過程をつかめ

るよう工夫されている。

（１年p.4,5） 

〇巻末の「探究の進め

方」において、探究の過

程が具体的な課題をも

とに示してあり、科学的

に探究するために必要

な資質・能力が育成でき

るよう工夫されている。

（１年p.268～273） 

○「くらしの中の理科」

において、学習内容とつ

ながりのある身のまわ

りの内容が掲載されて

おり、学びに向かう資

質・能力を育成できるよ

う工夫されている（２年

p.206） 

○単元に特徴的な「理科

の見方」につながる課題

を示すことで、理科の見

方・考え方を生徒が自在

にはたらかせることが

できるよう工夫されて

いる。（１年p.33） 

○東京 2020 オリン

ピック・パラリンピ

ックを資料として

取り上げるなど、興

味・関心を社会に広

げられるよう工夫

されている。（１年

p.129） 

○山陰海岸ジオパ

ークが掲載されて

おり、地域に誇るべ

き自然環境がある

ことを実感できる

ようになっている。

（１年p.280） 

○分量・写真・イラスト

の配置が考えられてお

り、とても読みやすい。 

○身近な科学的事象に

ついて多く取り上げて

おり、生徒の興味・関心

を高めるだけでなく、日

常生活と学習とを強く

結びつけるような内容

や構成となっている優

れた教科書である。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 理科 】 ２／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｅ 

〇分量は、１年77時間

分、２年85時間分、３

年84時間分で、探究活

動のための予備時間を

１年 28 時間、２年 55

時間、３年56時間とっ

ている。発展的な学習内

容の記述は、１年 5 頁

分、２年6.5頁分、３年

8.5頁分となっている。 

○単元のはじめに「ふり

返ろう・つなげよう」が

あり、既習事項の確認が

できるよう工夫されて

いる。（１年p.19） 

○１年生の各単元の最

初には「日常の出来事か

ら、不思議を見つける場

面」が示されており、１

年生で重点的に身に付

けるべき資質・能力であ

る「問題発見」を育成で

きるよう工夫されてい

る。 

○「探究」では、課題が

赤字で表記されており、

何を明らかにしたいか

が分かりやすくなって

いる。（１年p.135） 

○観察・実験のページで

は、実物写真で方法が説

明されており、実際に操

作する際に手元の操作

と比較しやすいよう工

夫されている。（１年

p.93） 

○「やってみよう」や「サ

イエンスカフェ」の写真

は効果的に用いられて

おり、生徒の興味・関心

を高められるよう工夫

されている（１年

p.122） 

○『理科のトリセツ』で

は、「なぜ理科を学ぶ

の？」「理科で何を学ぶ

の？」「理科を学ぶとど

うなるの？」が掲載さ

れ、理科学習の必要性や

有用性について示され

ている。また、「探究の

進め方」に探究の過程を

分かりやすく示すこと

で、科学的に探究するた

めに必要な資質・能力が

育成できるよう工夫さ

れている。（1年p.6 ,7） 

○章のはじめや観察・実

験ページの「Can-Do 

List」において、学習を

とおして「できるように

なりたい目標」「してお

かなければならないこ

と」を確認しやすくなっ

ており、目的意識をもっ

て活動できるよう工夫

されている。（1 年

p.22,p.34） 

 

○各学年の巻末に

ホワイトボードの

ページがあり、対話

的な学習を支援す

るためのツールと

して活用できるよ

う工夫されている。 

○ＱＲコードから、

レポートの書き方

や実験結果、読み物

資料等を閲覧でき

るようになってい

る。（1年p.123） 

○巻頭の「理科のトリセ

ツ」が充実しており、理

科を学習することの意

義や探究の進め方を理

解して主体的に学習で

きるよう工夫されてい

る。 

○見通しや目標を明確

にもって学習に取り組

み、振り返りを通して自

分の成長を生徒自身が

実感しやすいよい教科

書である。 

Ｇ 

〇分量は、１年105時間

分、２年140時間分、３

年 140 時間分となって

いる。発展的な学習内容

の記述は、１年11.5頁

分、２年16頁分、３年

17.8 頁分となってい

る。 

〇各単元の始めに既習

内容の振り返りとこれ

からの学習について簡

潔に示されている。（1

年p.79） 

〇章の最初の「これまで

の学習」や本文中の「思

い出そう」により、既習

事項の確認がしやすい

よう工夫されている。(1

年p.83) 

〇発展的な学習内容に

マークがされており、必

修内容との区別を明確

にし、発展先の高校の基

礎科目などがわかるよ

う工夫されている。 

 

〇各単元導入では、ダイ

ナミックな写真で身近

な事物・現象が紹介さ

れ、各単元最初では既習

事項を確認する「これま

での学習」と「学習前の

私」により、これからの

学習へ期待がもてるよ

う工夫されている。 

〇「探究の進め方」が巻

頭に折り込みとして綴

じられており、本文ペー

ジを開いた状態で、いつ

でも対照ができるよう

工夫されている。 

〇「要点をチェック」や

「要点と重要用語の整

理」「基本問題」「学年末

総合問題」と段階的に基

礎・基本の定着を図って

いる。（３年p.139, 182

～185,330） 

〇巻末に「理科で使う算

数・数学」などが設けて

あり他教科との連携が

意識できるよう工夫さ

れ て い る 。（ ２ 年

p.318,319） 

〇「自由研究」の紹介や

「校外の施設を活用し

よう」など学びをさらに

深めることができるよ

う配慮されている。(1

年p.289～293) 

〇１年生の「生物 

カード」、２年生の

「原子カード」など

操作しながら学習

を深めることがで

きる。 

〇写真や図が多く、

生徒の興味・関心を

高められるよう工

夫されており、ま

た、文字が 13 ポイ

ントと大きく配慮

がされている。 

〇写真や図が豊富にあ

り、また、「ハローサイ

エンス」など日常生活と

学習内容の関連や発展

的な学習についてわか

りやすい資料が多くあ

り、生徒の興味、関心を

高められるよう工夫さ

れているよい教科書で

ある。（２年p.150） 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 理科 】 ３／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｌ 

〇分量は、１年99時間

分、２年123時間分、３

年 129 時間分となって

いる。発展的な学習内容

の記述は、１年10.5頁

分、２年11.5頁分、３

年 19 頁分となってい

る。 

〇章導入に「つながる学

び」があり、小学校理科

の内容や既習事項を確

認したうえで新たな学

習に取り組めるよう工

夫されている。（１年

p.154） 

〇実験観察の最後に「探

究のふり返り」を行うこ

とで、妥当性の検証を

し、新たな課題へつなが

るよう工夫されている。

(３年p.127) 

〇単元導入で「学ぶ前に

トライ！」と同じ問いを

単元後に「学んだあとに

リトライ！」として学習

を振り返り学びを実感

できるよう工夫されて

いる。（２年p.71） 

〇単元導入の「科学にア

クセス」ではＱＲコード

により映像で学習内容

に対する関心を高めら

れるよう工夫されてい

る。(３年p.178) 

〇各単元に１つの「探Ｑ

実験」が設定され、巻末

の「探Ｑシート」を活用

することにより、探究の

過程を生徒が自らたど

れるよう配慮されてい

る。（２年p.35～37） 

〇「基本のチェック」「学

習のまとめ」「力だめし」

「学年末総合問題」と段

階的に学習内容の定着

を図っている。（２年

p.17,60～65,290） 

〇「算数・数学との関連

コーナー」や他教科との

関連に気付かせる内容

が示されている。(２年

p.93、98) 

〇「部活ラボ」「お仕事

ラボなど」実生活との関

連が伝わる内容になっ

ている。（２年p.98, 

121） 

〇紙面中のＱＲ 

コードからデジタ

ル教材へリンクし、

学習を広げたり深

めたりできるよう

工夫されている。

(３年p.178) 

〇1 年の文字サイズ

は同社小学校理科

６年と中学校理科

２・３年の中間サイ

ズとすることで、中

１ギャップに対応

している。 

〇各所に二次元コード

が掲載され、生徒が興味

関心を高め、個人での学

習を進める際にも有効

に活用ができるよう工

夫されている。また、「深

めるラボ」や「ひろがる

世界」などで理科の学習

の有用性が伝わるよう

工夫されているよい教

科書である。（２年p.278

～289） 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 音楽（一般） 】 １／１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｇ 

○「Active!」として各

領域の活動例が示され

ており、主体的に話し合

う活動ができるよう工

夫されているが、取り扱

う楽曲には疑問が残る。 

○楽曲の学習に関して、

教科書への記述欄が多

く、ノート的な要素が強

い。その分紙面が狭くな

っている。 

○テーマごとに楽曲が

配置され、学び易いよう

に工夫されているが、選

曲のジャンルの幅が狭

い。 

○巻頭に鑑賞教材の作

曲家のエピソードを紹

介し、生徒が興味をも

ち、学習意欲が高まるよ

う工夫されている。 

○楽典や楽器の紹介な

どに３ページの見開き

が使われ、一目で全体を

とらえたり、他と比較し

たりすることがしやす

いように工夫されてい

る。 

○「ふるさと」は、学年

に応じた音域で合唱が

できるように編曲され

ている。 

○「歌のアルバム」には、

学年に応じた音域での

合唱ができる曲が掲載

されている。 

○「私たちのくらしと音

楽」として、音楽教育や

著作権について紹介し、

生活の中での音楽の役

割や扱い方について工

夫されている。 

○「CM ソングをつくろ

う」では、創作活動を通

して、地域の名物や名所

を紹介するなど、総合的

な学習の時間等との関

連を図ることができる

ように工夫されている。 

○「学びのユニッ

ト」では、学びのね

らいと活動、さらに

学びを深めるため

の楽曲や活動等が

示されており、生徒

の学びの手がかり

となるよう工夫さ

れている。 

○目次のレイアウ

トが分かりづらく、

目的のページが探

しにくい。 

〇「何が同じで、何が違

う？」では日本と諸外国

の音楽を比較し、それぞ

れの特徴を見つけやす

いような工夫がなされ

ている。 

○楽曲に関する情報が

数ページにわたって分

散しており、授業場面で

は使いにくい。 

 

Ｈ 

○「深めよう！音楽」と

して、活動の流れや思考

を促すヒント、表現への

つなぎ等の内容が示さ

れ、活動を深めることが

できるよう工夫されて

いる。 

○楽曲に関して、取り扱

う楽曲の難易度や分量

が適切である。 

○歌唱、創作、鑑賞の３

分野の教材を幅広いジ

ャンルから選択できる

ように、教材配列が工夫

されている。 

○テーマごとに楽曲が

配置され、学び易いよう

に工夫されている。ま

た、学年にふさわしい選

曲がなされている。 

〇教科書の中に使われ

ている写真や絵が美し

く、臨場感にあふれ、生

徒の興味・関心を高めた

り、豊かな感情を育てた

りすることができるよ

うに工夫されている。 

○表紙や挿絵のイラス

トの質が高く、生徒の興

味を引くように工夫さ

れている。 

○「ふるさと」は、学年

に応じた音域で全校合

唱ができ、学校の実態に

応じて活用できるよう

配慮されている。 

○「歌い継ごう日本の

歌」「心通う合唱」には、

学年に応じた音域での

合唱ができる曲が幅広

く掲載されている。 

○「郷土の祭りや芸能」

として、裏表紙に出雲神

楽の写真が掲載され、地

域の音楽文化を大切に

する心情を育むことが

できるように工夫され

ている。 

○「生活と社会の中の音

楽」では、音楽の役割や

音楽に関わる仕事、SDGs

の取組が紹介され、総合

的な学習の時間等との

関連を図ることができ

るように工夫されてい

る。 

○「社会を映し出す音

楽」が掲載されており、

教科横断的な学びがで

きるように工夫されて

いる。 

○ 「 My Melody 」

「Let’s Create」

では、生徒が意欲を

もって取り組みや

すいような工夫が

随所になされてい

る。 

○教科書全般にわたっ

て、学校現場の実情に即

した教材や実践例が豊

富に取り上げられてい

る。また、内容がシンプ

ルで分かりやすく、３年

間の系統性も明確であ

る点が優れている。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 音楽（器楽） 】 １／１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｇ 

〇「演奏の仕方を身につ

けよう」では、基礎的な

奏法の習得のための解

説が丁寧にされている。 

〇「合わせて演奏しよ

う」では、多くの楽曲が

掲載されているが、小節

数が多く難易度も高い。 

○基礎的な技術が学べ

るよう、教材の配列が工

夫されているが、楽譜の

掲載量が多く、生徒が達

成感を感じ取りにくい。 

〇「何が同じで、何が違

う？」では、楽器の演奏

の聴き比べを通して、楽

器の特徴について話し

合いながら学ぶことが

できるように工夫され

ている。 

○教科書（一般）で学ん

だ楽曲が器楽演奏用に

編曲されており、学習を

一層深めることが期待

できる。 

〇「Let's Play!」「Let's 

Try！」では、各楽器の

特徴を生かしながらア

ンサンブルを楽しむこ

とができるように、幅広

いジャンルから選曲で

きるような配慮がなさ

れている。 

〇「吹く楽器の仲間た

ち」「弾く楽器の仲間た

ち」では、楽器の背景に

ある文化や伝統などに

ついて調べる発展学習

に取り組むことができ

るよう工夫されている。 

○「リコーダー運指

表」「ギター＆キー

ボードコード表」に

３ページの見開き

が使われ、一目で全

体をとらえること

ができるように工

夫されている。 

○目次が見づらく、

教科書（一般）にあ

るような「学びのユ

ニット」の掲載がな

い。 

 

〇幅広いジャンルの楽

曲が多数掲載されてお

り、学校や生徒の実態に

応じて選曲したり、指導

者の創意工夫を活かし

たりすることができる

よう配慮されている。 

 

Ｈ 

〇「演奏の仕方を身につ

けよう」では、基礎的な

奏法の習得のための解

説が写真やイラストを

用いて丁寧にされてい

る。 

〇各楽器の導入に、慣れ

親しんだ楽曲が使われ

ているため、取り組みや

すい。 

○基礎的な技術が段階

的に学べるよう、教材の

配列が工夫されている。 

○教科書（一般）で学ん

だ楽曲や身近な楽曲が

器楽演奏用に編曲され

ており、生徒が親しみを

もって取り組むことが

できるように工夫され

ている。 

○生徒の興味・関心が高

まるように、見やすいレ

イアウトや色づかいへ

の工夫が見られる。 

〇「アンサンブル」「楽

器で Melody」では、鑑

賞教材や身近な楽曲が

取り上げられており、合

奏を通して表現の楽し

さを学ぶことができる

よう工夫されている。 

〇「アンサンブルセミナ

ー」では、アーティキュ

レーションの工夫やパ

ートの役割、曲の構成な

ど表現の工夫における

視点が示されており、創

意工夫しながら音楽表

現を深めていくことが

できるよう配慮されて

いる。 

〇様々な種類の打

楽器の基本的な奏

法が写真とともに

わかりやすくまと

められている。 

○目次が見やすく、

教科書（一般）と同

様に、「中学生の器

楽の学習内容」につ

いても掲載されて

いる。 

〇比較的平易な楽曲が

取り上げられており、内

容もシンプルで分かり

やすく、段階的に資質・

能力を高めることがで

きるよう工夫されてい

る。 

〇「中学生の器楽の学習

内容」がまとめられ、音

楽科で身につける資

質・能力と、その学習の

支えとなる音楽を形づ

くっている要素との関

連が示されている。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 美術 】 １／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｄ 

○２・３年生の教科書が

１冊にまとめられてい

る。 

○見開きページを活用

した構成の工夫（１年、

p.25,26、p.46,47）が見

られる。 

○学習のねらいが新学

習指導要領の観点ごと

に示され、目標をもって

取り組める配慮があり、

優れている。 

○原寸大で鑑賞できる

資料には「原寸」の表示

をする工夫があり、実物

を実感でき、優れている

（２・３年p.19,36）。 

○巻末に学習を支える

資料のページがあり、学

習の視点や技法、補助教

材として活用できる工

夫のある構成となって

いる。 

○中１ギャップの解消

（小学校図画工作から

中学校美術への名称変

更に伴う移行について）

は、各学年の教科書とも

工夫が見られる。 

○学習のポイントや生

徒のコメントを示すこ

とで、中学生にとって親

近感を感じ、取り組むこ

とのできる工夫がある。 

○表現・鑑賞活動に関す

る資料が豊富である。 

○Ａ４ワイド判により

大図版化が図られてお

り優れている。 

○美術作品に直接触れ

る機会の少ない本県の

中学生にとって、多様な

表現が担保された美術

資料としての優れた価

値がある。 

○美術が教科学習にと

どまらず、社会の中で生

かされていることへの

視点が、身近な建築作品

に焦点をあてる（２・３

年 p.2～4）ことで提示

されている。 

○生活や社会の中の美

術や美術文化と豊かに

関わる資質・能力を育む

資料（２・３年p.6,7）

がわかりやすく示され

ている。 

 

○ＱＲコードが付

加されており、関連

情報の入手が容易

になっている。 

○「美術の用語」や

「他教科との関連」

などのマークが多

用されており、作品

や資料についての

理解を進める工夫

があり、優れてい

る。 

○Ａ４ワイド判により

大図版化が図られたこ

とで多様な資料が掲載

され、特に工芸資料が多

数掲載され、優れている

（１年 p.44～49,２・３

年p.80～91）。 

○学習内容に対応した

マークを多用すること

で、生徒が主体的に学べ

る工夫となっており、優

れている。 

Ｉ 

○２・３年生の教科書が

１冊にまとめられてい

る。 

○学習のねらいが示さ

れ、目標をもって取り組

める配慮がある。 

○各題材において参考

作品の「鑑賞」活動から

「表現」活動へと統一さ

れており表現と鑑賞が

一体のものとして取り

扱われている。 

○原寸大で鑑賞できる

資料を掲載している。 

○１年教科書の巻末に

学習を支える資料のペ

ージがあり、学習の視点

や技法、補助教材として

活用できる。 

○日本の浮世絵と西洋

美術の関連や、絵巻物と

漫画の表現の関連を理

解させる工夫が見られ

る。（２・３年p.26,27, 

36,37） 

○中１ギャップの解消

（小学校図画工作から

中学校美術への名称変

更に伴う移行について）

は、各学年の教科書とも

工夫が見られる。 

○同じ中学生の制作に

あたってのコメントや

制作過程が掲載される

ことで、親近感を感じ、

取り組むことのできる

工夫がある。 

○表現・鑑賞活動に関す

る資料が豊富である。 

○島根県立美術館のロ

ゴマークが、「印象に残

るシンボルマーク」（１

年 p.46）に採用されて

いる。 

○美術作品に直接触れ

る機会の少ない本県の

中学生にとって、多様な

表現が担保された美術

資料としての価値があ

る。 

○「形や材料を比べてみ

よう」（１年 p.50,51）

では、様々なカップを示

すことで日用品の中に

も美術との関わりがあ

ることに気付かせる工

夫がある。 

○美術が社会の中で生

かされている視点が、プ

ロジェクションマッピ

ング等の環境芸術に焦

点をあてる（２・３年

p.80,81）ことで提示さ

れている。 

○ＱＲコードが付

加されており、関連

情報の入手が容易

になっている。 

○「発想をひろげ

る」（２・３年p.76, 

77）では、アイデア

から制作までつな

げる思考の流れが

具体的に提示され

ている。 

 

○思考の過程をわかり

やすく具体的に示すこ

とで、主体的な学びとな

る工夫が見られる（２・

３年p.76,77）。 

○各題材において鑑賞

から表現へと一体性を

もたせる構成が貫かれ

ており、相互に関連づけ

た学習ができる工夫が

ある。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 美術 】 ２／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｏ 

○生徒の成長に寄り添

うように３分冊で構成

され、ページ数が増える

ことでより多くの資料

が活用できる。 

○見開きページ（１年

p.20,21、２・３年下 

p.14,15）を活用し、作

品のダイナミックさが

伝わる優れた内容とな

っている。 

○学習のねらいが新学

習指導要領の観点ごと

にマーク付きで示され、

より優れている。 

○原寸大で鑑賞できる

資料には「原寸大」の表

示（２・３年上 p.23、

２・３年下p.24等）が

あり、実物の大きさが体

感できるよさがあり、よ

り優れている。 

○巻末に学習を支える

豊富な資料のページが

あり、学習の視点や技

法、補助教材、写真資料

として活用できる工夫

のある構成となってお

り、より優れている。（１

年p.68,69） 

○中１ギャップの解消

（小学校図画工作から

中学校美術への名称変

更に伴う移行について）

は、時系列に沿った提示

の工夫が見られ（１年

p.6,7）、より優れてい

る。 

○生徒の興味・関心を喚

起するタイトルとサブ

タイトルが示され、生徒

がイメージしやすい工

夫があり、より優れてい

る。 

○表現・鑑賞活動に関す

る資料が豊富である。 

○全都道府県の伝統工

芸品等様々な作品が掲

載されており、生徒が自

分たちの住む地域に関

心を持つよう工夫され

ている。 

○「祭りを彩る造形」（１

年 p.51）の学習では、

本県津和野町の鷺舞神

事が掲載されている。 

 

○美術が教科学習にと

どまらず、従来は取り扱

われなかった祭りや都

市デザインに焦点をあ

てている点が、特に優れ

ている。 

○「社会に生きる美術の

力」（２・３年下p.58, 

59）として、現代社会に

おける美術の可能性が、

活躍する人物紹介を通

して示されており、優れ

ている。 

○ＱＲコードが付

加されており、関連

情報の入手が容易

になっている。 

○巻頭の見開きペ

ージで教科書の活

用の仕方について

写真やマークが示

されることで、生徒

が主体的に教科書

を活用できる工夫

があり、特に優れて

いる。 

○Ａ４ワイド判かつ３

分冊により、多彩な美術

作品が掲載されており、

より優れている。なお、

見開きページを活用し

た作品のダイナミック

さの伝わる構成が見ら

れ、特に優れている。 

○現代社会の今日的な

課題であるＳＤＧｓや、

社会に生きる美術の力

を取り上げることで、美

術の可能性について示

されており、特に優れて

いる。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 保健体育 】 １／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ａ 

○基本的な学習内容が

精選され、妥当な分量で

ある。 

○各章の最初に、小学

校・中学校・高校での学

習内容が示されており、

系統的に見通しをもっ

て学習できるよう工夫

されている。また、他の

教科との関連を示す工

夫されている。(p.5,49) 

○本文や資料が見やす

いよう、各ページの余白

を広く工夫されている。 

○「見つける」で課題を 

つかみ、「課題の解決」、

「活用する」、「広げる」 

と学習の流れを示すこ

とで、主体的・対話的で

深い学びに繋がるよう

工夫されている。 

(p.6,7) 

○「活用する」では、思 

考力・判断力・表現力を

育むために必要な問い

となっている点が工夫

されている。 

(p.9,11,13,15) 

○キャラクターが学習 

のヒント・資料説明・発

問などを行うことで、生

徒が興味・関心をもちな

がら学習できるよう工

夫されている。 

(p.10,12,13) 

○学習内容に関連する 

読み物資料・章末資料を

掲載し、興味・関心を高

め、学習内容への理解が

深められるよう工夫さ

れている。 

(p.16,17,21,33) 

○各時間の「広げる」に 

おいて、広い視野や自分

の身の回りの出来事等

に照らし合わせ、意見を

まとめ、発表する活動を

通して、思考力・判断

力・表現力を高められる

よう工夫されている。

(p.37,101) 

○今日的課題への対応 

が強調されている。 

【防災】【食育】【性の 

多様性】【ﾊﾟﾗｽﾎﾟｰﾂ】 

(p.44,74,75,口絵) 

○「活用する」、「広げる」 

において、身近な地域の

実態や日常生活におけ

る気づきや体験と関連

付けて学習できるよう

に工夫されている。 

(p.35,63,67,71) 

○章末資料の工夫およ

び充実により、興味・関

心の更なる喚起、実生活

との関連付けに繋げて

いる。(p.84～88) 

○学習内容に関連 

する動画やシミュ

レーション、他教科

との関連などをイ

ンターネットで学

べるコンテンツが

用意されており、学

習の支援や理解度

を高めたり、深めた

りする内容が優れ

ている。(p.1) 

○学習の流れが、ﾏｰ

ｸ・表記等で工夫さ

れている。(口絵9) 

○本文・資料をはじめ、

「見つける、課題の解

決、広げる」の表記によ

り授業の流れがつかみ

やすくなっているとと

もに、資料性が高く学び

の意欲が高まり、学習内

容の定着や主体的・対話

的で深い学びにつなげ

やすく配慮してある。 

○中学生の保健体育の

学習理解を促進する教

材として優れている。 

Ｂ 

○基本的な学習内容が

精選され、妥当な分量で

ある。 

○各章の最初に、小学

校・中学校・高校での学

習内容が示されており、

系統的に見通しをもっ

て学習できるよう工夫

されている（p.3,15）。 

○左ページが本文内容、

右ページが関連資料に

なっており、学習内容を

整理しやすいように配

慮されている。(p.4) 

○関連した内容を学習

するページを示す「リン

ク」欄が設けられ、学習

内容のつながりを意識

した学習ができるよう

に配慮されている。

(p.4) 

○各時間のタイトルの

右に、「学習のねらい」

として目標を示すこと

で、学習内容に見通しを

もてるよう工夫されて

いる。(p.4) 

○資料写真や資料など

カラフルな色づかいと

大きめに描写をするこ

とにより、生徒の目を引

き、興味・関心をひくよ

うに工夫されている。

(p.4,5) 

○ミニ知識やトピック

スに身近な話題を取り

上げることで、生徒の興

味・関心をひくよう工夫

されている。(p.8,40) 

○各時間に「やってみよ

う」、「話し合ってみよ

う」、「活用して深めよ

う」が設定してあり、資

料を活用して対話を行

い、学びを深める手立て

として位置づけられて

いる。(p.33,39,40) 

○今日的課題への対応

が資料写真によって、視

覚的に強調されている。 

【防災】【健康問題】 

(p.100～103) 

(p.144～145) 

○各時間に設定された

「やってみよう」、「話し

合ってみよう」、「活用し

て深めよう」を通して、

実生活に生かす方法を

考える資質と能力の育

成に繋がるよう工夫さ

れている。また、「活用

して深めよう」では、自

分を含め自分たちとい

う視点で考えられるよ

う、発問が工夫されてい

る。 

(p.19,21,23,25) 

○「中学校保健体育

Web」があり、関連

動画や資料を活用

して学習できるよ

うに工夫されてい

る。(口絵16) 

○口絵が充実して

おり、生徒の興味・

関心を高める教科

書の構成となって

いる。(口絵1～17) 

○資料に 2018 年版

を活用している。

（p.35,39） 

○本文と資料を左右に

分けたことで、見やすい

教科書の構成となって

いる。本文と資料を左右

に分けたことで、資料は

大きめだが、本文は凝縮

されているようである。

そのことによる探究心

がわく、教科書の構成と

なっている。 

○中学生の保健体育の

学習理解を促進する教

材として優れている。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 
【 保健体育 】 ２／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｋ 

○基本的な学習内容が

精選され妥当な分量で

ある。 

○各章の最初に、小学

校・中学校・高校での学

習内容が示されており、

系統的に見通しをもっ

て学習できるよう工夫

されている。（p.16） 

○文字数が少なく、コン

パクトにまとめられて

いる。資料や写真が多く

使われ、視覚的に理解が

しやすいように工夫さ

れている。（p.6,7） 

○「この教科書の使い

方」で授業の流れが横流

れで記載されたり、実際

の教科書ページで説明

されたりしているため、

具体的な説明で利用し

やすいよう工夫されて

いる。（口絵9,p.1） 

○「章のまとめ」で、「知

識・技能」、「思考・判断・

表現」、「課題に向かっ

て」と分けた問題があ

り、各観点に沿った振り

返りと、「学習の振り返

り」もできる。（p.15） 

○「きょうの学習」が問

いかけであり、疑問を感

じ、学習に入りやすくし

てある。（p.7） 

○冒頭の「課題をつか

む」で男女の会話によ

り、導入時の興味・関心

が高められるよう工夫

してある。（p.6） 

○「事例」、「コラム」に

興味・関心の高いものが

掲載され、学習意欲を高

められる工夫がなされ

ている。（p.9,18,21） 

○1年生の「心身の発達

と心の健康」に時間を多

めにあて、ストレスに対

する対応が重点的に学

べるよう工夫されてい

る。（p.48～55） 

○「クローズアップ」と

して、体力向上について

の要素を詳しく示し、体

力を高める運動例が分

かりやすく示してある。

（p.62,63） 

○「学習のまとめ」に「確

認しよう・発表しよう・

生かそう」という記載や

直接記入ができる工夫

と、課題も生活場面で活

かせるように考えられ

ている。（p.7,9,11） 

○「章のまとめ」に「学

習の振り返り」があり、

自己の取組の評価がで

きる工夫がされている。

（p.15） 

○「web保体情報館」

にアクセスするこ

とで外部サイトも

利用でき、より詳し

く、深い学びができ

るよう工夫されて

いる。（p.1,8） 

○目次に各学年単

元内容、特集資料、

コラム等の欄があ

り、教科書の利用や

興味を高めている。 

○全ての単元の最初に

ある写真に吹き出しが

あり、写真を見る視点を

利用し、見通しをもたせ

る工夫がある。（p.5,6）

また、「関連」、「他教科」

マークで他との関連が

分かりやすい工夫がさ

れている。（p.30） 

○中学生の保健体育の

学習理解を促進する教

材として優れている。 

Ｐ 

○基本的な学習内容が

精選され妥当な分量で

ある。 

○小口の色分けインデ

ックスにより、各学年、

体育編、保健編が分か

れ、視覚的にもとらえや

すく、3年間の見通しが

もてるよう工夫されて

いる。 

○各章冒頭に学習内容

に関連した写真を掲載

し、学習内容に見通しを

もちやすい工夫がなさ

れている。（p.14,15） 

○冒頭に「学習の目標」

とキーワードが設けら

れており、興味・関心と

見通しをもって学習で

きるよう工夫されてい

る。（p.16） 

○章末の「章のまとめ」

では「振り返ろう・確か

めよう・生かそう」によ

り、学習の振り返りと深

まりを補充している。ま

た、直接記入できるよう

工夫されている。（p.25） 

○各章に関連する「ひ

と」(最前線を知る)

（p.15）等で人物の名

言、言葉、紹介を掲載し、

学習内容との関連が実

感できる。 

○「課題をつかむ」で書

き込みができ、授業に入

りやすい工夫がしてあ

る。（p.28） 

○キャラクターの吹き

出しや、各ページの「情

報サプリ」により興味・

関心を高める工夫がな

されている。（p.16） 

○章末の「探求しよう

よ！」の配置で、学習内

容の掘り下げや、発展的

に学習ができる工夫が

されている。（p.22） 

○今日的課題の【性の多

様性】、性的マイノリテ

ィに関しての話題がコ

メントと説明入りで掲

載されている。（p.43） 

○個人の努力と社会的

な取組が必要という、ヘ

ルスプロモーションの

視点を取り上げている。

（p.29） 

○授業の終末には「まと

める・深める」があり、

言語活動としての話し

合いや発表、協働として

の教え合い、学び合い活

動ができるようにして

あり、学習のまとめと深

まりができるとともに、

実生活への活用が意識

できるよう工夫されて

いる。（p.19） 

○ストレスへの対処に

ついて、体験的に身に付

ける演習が用意されて

いる。（p.63,64） 

○各章の最初に「小

学校で学習したこ

と」、「高校で学習す

ること」が記載さ

れ、中学校の学習の

流れが理解できる。

（p.14,16） 

○「教科書サイト」

の利用で、詳しく、

深い学びができる

よう工夫されてい

る。（p.10,24） 

○新体力テストの

説明のほかに、記録

が記入できる。 

（p.194） 

○教科書に直接記入で

きたり、問題もあった

り、保健編の時間が少な

めに設定されており、各

校の実態により、重点的

な内容について複数時

間扱えるなど、実態に応

じて学習の計画が立て

やすいように工夫され

ている。（p.0もくじ） 

○中学生の保健体育の

学習理解を促進する教

材として非常に優れて

いる。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 技術・家庭（技術分野） 】 １／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ａ 

○知識、技能についての

情報量が全体的に多く

記載されているため、学

習の深まりにつながる。

(p.24,25) 

○巻頭に問題解決に向

けてのプロセス(PDCA

サイクル)が具体的にか

かれている。また、学習

の仕方や見方・考え方に

ついてまとめてある。

(p.2～17) 

 

○設計、計画の例示が具

体的で、参考にしやす

い。(p.118～125) 

○各内容ごとに問題解

決の評価、改善・修正に

ついての項目があり、チ

ェックが具体的にしや

すい。(p.76,77) 

 

○各ページの下の欄外

に技術の工夫としてコ

ラムが記載されている。

(p.214) 

○巻末に学んだことを

社会に生かす例示やコ

メントが記載されてい

る。(p.274,275) 

○新しい技術について

の記載例が豊富である。

(p.198,199,260,261) 

○問題を発見し、課題を

設定する内容が充実し

ている。(p.38,39) 

○実習中に安全に作業

するための注意点がわ

かりやすく記載されて

いる。(p.54) 

○学習のまとめが内容

の章末にあり、資質・能

力の確認ができる。

(p.86,87) 

○実生活と学習をつな

げる「社会の発展と技

術」についての記載が充

実している。(p.252～

256) 

○調べやすいよう

に爪が設けられて

いる。 

○各内容の最初に

他教科とのつなが

りが記載されてい

る。(p.138) 

○二次元コードが

内容ごとにあり、ネ

ットで動画が視聴

できる。(p.139) 

○巻頭の問題解決のプ

ロセスや内容ごとに評

価、改善・修正ページが

あり、問題解決学習にか

かわる内容の記載が充

実している。また、新し

い技術や実生活へのか

かわりも明確に示して

いるので、興味・関心が

高まる。他にも情報量が

多いところがよい。この

ような点が特に優れて

いる。 

 

Ｃ 

○情報量は少なめであ

るが、図や文字が大きか

ったり、余白があったり

し、見やすさがある。

(p.14,15)  

○巻頭に安全や教科書

の使い方、技術で変わる

生活についてまとめて

ある。(p.2～9) 

○設計、計画の例示が具

体的で、参考にしやす

い。(p.98～105)  

○各内容ごとに「問題を

解決する工夫を考えよ

う」として問題解決につ

いて記載している。

(p.22,23) 

 

○各内容の章末に技人

として、その技術にかか

わりのある人を紹介し

ている。(p.263) 

○巻末に先輩からのキ

ャリア視点でのアドバ

イスが記載されている。

(p.284,285) 

○技術の発展例が示さ

れている。(p.186,187) 

○問題を発見するてだ

てが記載されている。

(p.36,37) 

○実習中に安全に作業

するための注意点が記

載されている。(p.53) 

○学習のまとめが内容

の章末にあり、資質・能

力の確認ができる。

(p.76,77)  

○実生活と学習をつな

げる「社会の発展と技

術」についての記載が充

実している。(p.264～

267) 

○ハンドブックが

あり、基礎的、基本

的な知識、技能がま

とめられている。

(別冊) 

○Ｅ編があり、夢を

叶える技術として

統合的な問題解決

として記載してい

る。(p.270～283) 

 

 

 

 

○問題解決学習にかか

わる内容や新しい技術

や実生活とのかかわり

についての記載がある。

図や文字も大きく見や

すい。別冊のハンドブッ

クも使いやすい内容に

まとめてある。このよう

な点が優れている。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 技術・家庭（技術分野） 】 ２／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｄ 

○情報量は少なめであ

るが、図や写真、文字が

大きかったり、余白があ

ったりし、見やすさがあ

る。(p.28,29)  

○巻頭に安全、学習の流

れ、技術の見方・考え方、

問題解決のプロセスに

ついては漫画等で掲載

されている。(p.1～19) 

○設計、計画の例示が具

体的で、参考にしやす

い。(p.120～133)  

○各内容ごとに「学習を

振り返ろう」として問題

解決の振り返りを記載

している。(p.88,89)  

 

○巻末に日本各地の伝

統的な技・材料・工芸等

についてのＭａｐが掲

載されている。(p.292

～294) 

○各ページの下の欄外

に豆知識としてコラム

が記載されている。

(p.229) 

○新しい技術について

の記載がされている。

(p.196,197) 

○問題の発見と課題の

設定が記載されている。

(p.46,47) 

○実習中に安全に作業

するための注意点がわ

かりやすく記載されて

いる。(p.70) 

○学習のまとめが内容

の章末にあり、資質・能

力の確認ができる。

(p.92,93)  

○実生活と学習をつな

げる「社会の発展と技

術」について記載されて

いる。(p.262,263) 

○各内容の最初に

他教科とのつなが

りが記載されてい

る。(p.141) 

○二次元コードが

あり、ネットで動画

が視聴できる。

(p.149) 

○各内容ごとに発

展の歴史が記載さ

れている。(p.141) 

○問題解決学習にかか

わる内容や新しい技術

や実生活とのかかわり

についての記載が充実

している。図や写真、文

字も大きく見やすい。巻

頭のガイダンスは漫画

などもあり、興味・関心

が高まる。このような点

が優れている。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 技術・家庭（家庭分野） 】 １／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ａ 

○内容は、Ｂ「衣食住の

生活」Ｃ「消費生活・環

境」Ａ「家族・家庭生活」

の順番で構成され、指導

要領の順と違う。 

○基礎的・基本的な知識

及び技術について詳し

く示されて生徒が習得

しやすい内容・分量にな

っている。 

○中学生にとっては身

近で発達段階に応じた

教材が多くの資料を使

って見開きにするなど

見やすく紹介されてい

る。(p.142～153) 

○章末の「まとめよう」

「生活に生かそう」に

は、目標に対して学習の

ゴールが示され、目標に

沿った学習内容ごとに

まとめができるように

なっている。(p.23な

ど) 

○作業の説明において、

写真・図が大きくわかり

やすく、作業順が横に並

べてあり、失敗例も掲載

されており、作業に対す

る意欲付けが工夫され

ている。(p.128,129) 

○「プロに聞く！」のコ

ラムや巻末資料「学んだ

ことを社会に生かす」を

設け、学習内容と社会と

の関連が意識できるよ

うにされている。(p.29

など,p.282,283) 

○学習初めのガイダン

スとして、イラストやチ

ェック表を使用し、学習

内容と実生活の関連性

をわかりやすく明確に

示している。(p.6～17) 

○「地域の食材」では、

しじみが掲載されてい

て地域性を感じさせる。

(p.91) 

○調理実習において、

「かんたんもう１品」で

は大きな写真を使用し、

実生活の場面でさらに

応用できるヒントが掲

載されている。(P.69) 

○巻末に「防災・減災手

手帳」がついており、と

りはずして学習後も日

常生活において活用し

やすいよう工夫されて

いる。 

○二次元コードは、

各編の導入ページ

に掲載され、インタ

ーネットを活用し

て学習が進められ

るよう工夫されて

いる。(p.107など) 

○多くのページの

欄外に「せいかつメ

モ」があり、知識が

生活に生かされる

よう工夫されてい

る。(p.22など) 

○自立に必要な基礎

的・基本的な事項が身に

つくように、実習場面で

は「これだけはできるよ

うになろう！」としてチ

ェックリストが掲載さ

れている。(p.67など) 

○「生活の課題と実践」

では、さまざまな成果物

や発表例が示され、生徒

が見通しをもって、まと

めることができるよう

工夫されている(p.272) 

など、特に優れた教科書

である。 

Ｃ 

○内容は、Ａ「家族・家

庭生活」のＢ「衣食住の

生活」Ｃ「消費生活・環

境」順番で構成され、指

導要領の順と同じで配

慮されている。 

○基礎的・基本的な知識

及び技術について、シン

プルに示されていて、生

徒が習得する最低限の

内容・分量になってい

る。 

○中学生にとっては基

礎・基本の定着を図る教

材が見やすく紹介され

ている。(p.140など) 

○学習の終わりに「ふり

返る」場面を設定し、Ａ、

Ｂ、Ｃの自己評価と「私

の学び」で自分の言葉で

振り返るようにしてあ

る。(p.31など) 

○作業の説明において、

作業順が縦横に並べて

あり、写真も小さい。

(p.187) 

○調理や製作について、

１つの実習題材例を「私

のアレンジ」として例が

複数記載され、学習意欲

が喚起するようにされ

ている。(p.125など) 

○学習初めのガイダン

スとして「年中行事と私

たちの暮らし」で、学習

内容と実生活の関連性

を明確に示している。

(口絵3,4,5,6,7,p.1) 

○「私たちの住生活」で

は、出雲市の築地松の例

が掲載されていて、地域

性が感じられる。

(p.212) 

○調理実習において、

「組み合わせてつくろ

う」では、実生活の場面

でさらに応用できるヒ

ントが掲載されている。

(P.144,145) 

○私の成長と家庭分野

の学習」において、実生

活のそれぞれの場面に

おいて、考えていかなけ

ればいけないことが整

理されて記載されてい

る。(p.8,9,10,11) 

○二次元コードが

複数設けられてお

り、インターネット

を活用した参考資

料が示されている。

(p.27など) 

○中学生に馴染み

深いアニメ作品な

どを取り上げて、家

庭科がより身近な

ものとして感じら

れるようにしてい

る。(p.12,13) 

○「私の課題例」を数例

取り上げて、身に付けた

知識・技能を活用できる

ように工夫されている。

(p.24など) 

○「生活の課題と実践」

では、生活の中から問題

を発見し、課題を設定す

る過程が具体的を示さ

れ、生徒が主体的に課題

が設定されるよう工夫

されている。(p.284～

291) 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 技術・家庭（家庭分野） 】 ２／２  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｄ 

○内容は、Ａ「家族・家

庭生活」のＢ「衣食住の

生活」Ｃ「消費生活・環

境」順番で構成され、指

導要領の順と同じ、配慮

されている。 

○基礎的・基本的な知識

及び技術について、シン

プルに示されていて生

徒が習得する最低限の

内容・分量になってい

る。 

○中学生にとっては身

近で発達段階に応じた

教材が紹介されている。

(p.188など) 

○章末には、「ふり返り」

が設けられ、単元ごとの

大まかなくくりで自分

の言葉で説明するよう

になっている。(p.25な

ど) 

○作業の説明の写真が、

他の説明の写真と同ペ

ージに掲載され、小さ

い。(p.182,183) 

○「わたしの興味・関心」

では、学習前や学習後の

興味・関心を記録する欄

があり、生徒が興味・関

心を自覚できるよう工

夫されている。(p.70,71

など) 

○学習初めのガイダン

スとして「家族・家庭と

地域の生活」で、学習内

容と実生活の関連性を

示している。

(p.2,3,4,5) 

○「住まいのはたらき」

では、出雲市の築地松の

例が掲載されていて、地

域性が感じられる

(p.209) 

○調理実習において、

「あと１品つくってみ

よう」では、実生活の場

面でさらに応用できる

ヒントが掲載されてい

る。(P.136,137) 

○章末の「生活にいかそ

う」というコーナーがあ

り、それぞれの学習内容

ごとに、実生活との関わ

りをもたせている。

(p.25など) 

○実習・製作のペー

ジには二次元コー

ドが掲載されてお

り、インターネット

を通じて関連する

情報がすぐに見ら

れるよう工夫され

ている。(p.29など) 

○多くのページの

欄外に「豆知識」が

あり、知識が生活に

生かされるよう工

夫されている。

(p.16など) 

○科学的根拠に基づい

て理解できるように、

「調理方法Ｑ＆Ａ」でな

ぜそうするかを解説し

ている。(p.116,117) 

○「生活の課題と実践」

では、生活を見つめるこ

とから課題設定をする

過程が具体的に紹介さ

れており、生徒が主体的

に課題を設定できるよ

う配慮されている

(p.266～277)など、優れ

た教科書である。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 外国語 】 １／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ａ 

〇学年に応じ、計８つの

読み物教材があり、図表

と合わせて必要な情報

を読みとるものや、人物

の心情を読みとるもの

など、目的に応じた読み

方が指導できるように

工夫されている。 

○イラストや本文の練

習問題などが、Ａ３サイ

ズの大きな紙面で見や

すくなっている。 

〇４技能を使いながら、

段階的に新出表現を習

得する単元と、学んだこ

とを活かして複数の技

能を総合的に活用し表

現する Stage Activity

から構成されている。 

〇１年生の教科書では、

小学校の内容を復習し

ながら中学校の学習へ

とつなぐ工夫がされて

いる。 

〇題材に現在の社会に

大きな影響を及ぼした

偉人の直筆メッセージ

やスピーチの要約等を

取り上げ、生徒の興味・

関心を高める内容とな

っている。 

〇学習した題材に関連

する情報紹介が随所に

あり、生徒が文化や歴

史、社会問題等にも目を

向けられるよう工夫さ

れている。 

〇各ページの新出語句

の下に小学校の学習で

ふれた単語が掲載され

るとともに、巻末には一

覧表もあり、小中の学び

の接続に配慮されてい

る。 

〇各学年の「学び方コー

ナー」で単語の覚え方や

英語学習法に関するア

ドバイスが掲載されて

おり、生徒が自ら学習を

進めることが出来るよ

う工夫されている。 

〇家庭科、理科、社会科

の知識を利用して取り

組む「Learning ～ in 

English」や俳句をテー

マとした単元を設定す

るなど、教科横断的な学

びができるよう工夫し

てある。 

〇目的や場面に合わせ

て各技能を活用する

Let’s シリーズで、日

常生活に即した英語表

現の習得ができるよう

工夫されている。 

〇各単元の Preview

では、コミュニケー

ションの目的、状況

を確認できるよう

工夫されている。 

〇第２線と第３線

の幅をやや広げて、

文字の書きやすさ

に配慮されている。 

〇４技能５領域を統合

的に扱い、学習の定着を

図るための丁寧な指示

や例があり、生徒が取り

組みやすくなるよう工

夫されている点が特に

優れている。 

〇小学校で学んだ単語

の掲載及び高等学校と

の目標のつながりや、他

教科と関連付けた内容

など、多岐にわたり配慮

されている点が特に優

れている。 

Ｄ 

〇２・３年用に計５つの

読み物教材があり、イソ

ップ寓話、国語科で扱わ

れている物語や人物の

信条についての話が扱

われている。 

〇本文内容を自分の言

葉で再話する Retell、

自己表現活動 Interact

等が毎単元に、また総合

的な力を試す活動 Our 

Projectが年間２、３回

設定されている。 

〇１年生の入門期に小

学校の既習事項を使っ

て新しい友達とやり取

りできるページが設定

されている。 

〇各単元の冒頭で、新出

表現の使用場面を２コ

マ漫画で分かりやすく

まとめた Scenes があ

る。 

〇各単元の扉には、題材

に関係するページ一面

の写真、内容を想起する

問い、単元の目標が掲載

されており、生徒が見通

しを持って学習をスタ

ートできる。 

〇単元末に本文内容を

自分の言葉で再話する

Retell が設定されてお

り、生徒の発信力向上と

既習事項の定着を促す

工夫がされている。 

〇各単元の本文ページ

の下に、音読練習回数チ

ェック欄が設けてあり、

生徒は自分の取組を振

り返りながら主体的に

学習できる。 

 

 

〇各単元に社会問題を

反映した幅広いテーマ

があり、生徒が世の中の

問題について考える契

機となるよう配慮され

ている。 

〇Power-up では複数の

技能を合わせた活動が

設定してあり、実践的に

英語を活用できるよう

工夫されている。 

〇各学年巻末資料

としてアクション

カードがあり、一般

動詞の定着のため

に活用できるよう

工夫されている。 

〇単元の導入に、２コマ

漫画を用いたり、各単元

に様々な分野のテーマ

を設定したりするなど、

生徒が興味をもって学

習できるよう配慮され

ている点が優れている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 

【 外国語 】 ２／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｆ 

○学年ごとに 198～473

語の６つの読み物教材

があり、日本のとんち話

や欧州のベストセラー

など時代を超えた多く

の名作が掲載されてい

る。 

○各単元は基礎を身に

つける Get と活用する

Useの二部構成で、また

複数の技能を合わせた

活動Projectが各学年3

回ずつ設定されている。 

○１年生の入門期に、小

学校時に学習した単語

の表示があり、小中の学

びがつながるように工

夫されている。 

○各単元の扉に、題材に

関する写真と発問が掲

載されており、生徒を学

習に引き込む工夫がさ

れている。 

○READING FOR FUN で

は、世界の名作を扱い、

内容を楽しみながら、読

む力が高まるよう工夫

されている。 

○各学年Use Readには、

目的に応じた読み方が

できるように、複数の活

動が設定されている。 

○辞書の引き方、単語の

覚え方や授業外での英

語学習法など、自分で学

習を進めるためのアド

バイス For Self-study

が設けられている。 

○車椅子バスケットや

公民権運動の歴史、日本

及び他国の文化など、生

徒の人間性を涵養する

題材が多く配置されて

いる。 

○日常生活で役立つ英

語をまとめた「会話表

現」には、場面や目的に

応じた表現が分かりや

すくまとめてある。 

 

 

 

○付録には発音や

読み物教材の補足

映像などもある。 

○ワードリストな

ど表現活動に役立

つ資料が付録に掲

載されている。 

○幅広いテーマの本文

と世界の名作の読み物

教材、世界の偉人が残し

たメッセージなど生徒

が興味を持って学習で

きる工夫がされている。 

○学期に１回の Project

は各技能・領域をバラン

スよく育成できるよう

に工夫されている。 

Ｇ 

○学年ごとに 201～496

語の８つの読み物教材

があり、学年に応じて量

や難易度を考え、掲載さ

れている。 

○各単元の多くに本文

の内容要約、複数の技能

を合わせた活動、文法整

理が設定されている。ま

たプレゼンテーション

活動として、Projectが

年２、３回設定されてい

る。 

○１年時前半は小中の

学びの接続を意識した

構成となっている。 

 

○表紙裏には写真と問

いかける文が掲載され、

生徒の興味を引くよう

に工夫されている。 

○題材として、海外だけ

でなく、日本の都道府県

が複数取り上げられ、身

近な地域の社会問題が

考えられるように工夫

されている。 

 

○即興で話す活動に役

立つ Activities Plus

が各学年巻末にあり、帯

活動等で活動できるよ

う工夫されている。 

○効果的な英語学習方

法を先輩からのアドバ

イスという形で掲載さ

れたHow to Studyが各

学年１回ずつあり、生徒

の主体的な学びを支援

する工夫がされている。 

○食品ロスや慈善活動

等の社会問題等を英語

学習を通して生徒が社

会に目を向けられるよ

うに配慮されている。 

○Tips では場面や目的

に応じた技能を試す活

動や、よりよく会話をす

るためのポイントを探

る活動など、実際に英語

が使えるよう工夫され

ている。 

 

 

○各学年巻末資料

にはTipsや 

Activities Plus で

活用できる単語や

フレーズのカード

が付いている。 

 

○世界的な社会問題か

ら日本の地方の話題ま

で幅広いテーマが設定

され、生徒が興味を持っ

て学習できるよう配慮

されている。 
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出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 外国語 】 ３／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｉ 

○内容は、生徒の日常生

活、学校生活、ＡＩや防

災といった社会的な話

題がある。 

○学年に応じて、52～

517 語の計８つの読み

物教材がある。２・３年

生には、400～500 語の

分量である。 

 

○複数の単元の後にあ

るYou Can Do It!では、

それまでの単元で学習

した文法等を活用でき

る複数の技能を統合し

た言語活動が設定され

ている。 

○１年生では、小学校の

内容を復習する Let’s 

Be Friends!があり、各

学年には、学習の方法が

まとめられた「学習の学

びガイド」が設定されて

いる。 

○Let’s Read では、

世界のトップを走り続

ける日本人アスリート

へのインタビューが掲

載され、中学生へのメッ

セージも含まれており、

生徒の興味・関心を高め

る内容となっている。 

○各単元のストーリー

は、登場人物が様々な体

験や交流を通して成長

していく、共感しやすい

内容である。 

○即興でやり取りする

際に使える表現がまと

められた Let’s Talk

が各学年で掲載されて

おり、授業の帯活動等で

活用できるようになっ

ている。 

○各学年のはじめに「学

習の学び方ガイド」、要

所に「Your Coach」があ

り、学習上のポイントな

どがまとめられており、

生徒の主体的な学びを

支える工夫がある。 

○ＡＩや防災など、様々

な社会的な話題をテー

マにした単元があり、英

語学習を通して生徒が

社会問題について考え

ることができるように

工夫されている。 

○日常生活の場面で役

に立つ表現に特化した

Daily Life には、目的

に応じた用途で各技能

を高める活動が準備さ

れている。 

○巻末に Active 

Words として、様々

なジャンルの単語

や場面ごとに使え

るフレーズがまと

められている。 

 

○各単元の話を予想し

たり、大まかな内容をつ

かんだりするために音

声から文字に移行する

構成となっており、学習

がスムーズに流れてい

く。また、学校生活や日

常の話題が多く、生徒が

興味をもって学習でき

るように工夫されてい

る点が優れている。 

 

Ｌ 

○学年に応じて、98～

463 語の計５つの読み

物教材がある。１年生に

は、ユーモアのあるもの

が、２・３年生には、人

物の心情や信念を読み

取るものがある。 

 

○各単元末に、テーマに

沿った自己表現活動と

本文内容の補足資料が

ある。また、各学年に

Project 活動が設定さ

れており、技能統合型の

学習に取り組めるよう

になっている。 

○１年生のはじめに、小

学校の内容の振り返り

や小学校の思い出と中

学校で行いたいことを

発表し合う活動 Let’s 

Startがある。 

○ 単 元 末 に More 

Informationとして、単

元で扱った内容に対す

る補足情報や追加情報

を紹介し、生徒の興味・

関心が高まるように工

夫されている。 

 

○２・３年生では単元末

にExpress Yourselfが

設定され、テーマに沿っ

た短い文章を作り、グル

ープで話し合い、生徒の

表現力や発信力を高め

る活動が設定されてい

る。 

○要所に「Target のま

とめ」があり、新出文法

事項のまとめと練習問

題が掲載されており、生

徒が自らの学習を振り

返る工夫がされている。 

 

○動物との共生や地域

活性化など社会的な話

題が多数あり、生徒が身

近な社会問題について

考えるような設定にな

っている。 

○「こんなときどういう

の？」、「数の読み方」な

ど、日常会話でよく使う

英語表現がわかりやす

くコンパクトにまとめ

られている。 

○巻末付録に発音

とづづりのルール

が解説されている。 

 

○将来の夢や身近な地

域の活動が題材として

取り上げられ、内容を自

分のこととしてとらえ

られるような工夫があ

る。 

○題材として漫画やア

ニメなど生徒が取り組

みやすいものや、地域活

性化や海外文化など、身

の回りの社会や国際社

会に目を向けられるよ

うな内容を扱っている。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 

【 特別の教科 道徳 】 １／３   

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ａ 

○各学年の発達段階に

応じて文章の難易度や

分量など、適切な内容と

なっている。 

○35 時間分の教材とは

別に、付録として５時間

分の教材が用意されて

おり、実態に応じて取り

組めるような工夫が見

られる。 

○物語だけでなく、新聞

の投書欄などが掲載さ

れており、多面的多角的

に考えられるようにな

っている。 

○教材の冒頭に、ねらい

となる内容項目に関連

したテーマを示してお

り、見通しをもって学習

できるよう工夫されて

いる。 

○漫画のコマや登場人

物の絵を掲載し、興味・

関心を高めるとともに、

学習のイメージをもて

るよう工夫されている。 

○全学年に役割演技や

体験的な学習をとおし

て、考えを深められるよ

う「Action!」が設定さ

れている。 

○いじめに関する物語

資料や「いじめサミッ

ト」など、いじめについ

て重点的に考えられる

ような構成となってい

る。 

○全学年で「情報モラル

と友情」をテーマとした

教材があり、今日的な課

題についてとりあげら

れている。 

○全学年の巻末付録に

「テーマで振り返ろう」

が設けられ、道徳科と各

教育活動との関連が捉

えやすくなっている。 

○全学年に勤労の貴さ

や将来の仕事について

考える教材があり、キャ

リア教育との関連を図

る工夫が見られる。 

○思考を可視化し

話合い活動を活発

にするための授業

支援ツール（心情

円、ホワイトボード

用紙）が巻末付録に

用意されている。 

○AB 版サイズのゆ

とりのある紙面と

なっているが、生徒

が管理しにくい面

がある。 

 

 

○読み物以外の資料も

多く、多面的に考えるこ

とができる。 

○各教材末の「考えよ

う」「自分を見つめよう」

では、それぞれに１つず

つ問いが設定されてお

り、教材の内容と実生活

の両面から思考を深め

られるよう工夫されて

いるという点で優れて

いる。 

Ｇ 

○30時間分の教材と５ 

時間分の補充教材で、合 

計35時間分の教材が用 

意されており、学校の実

態に応じて柔軟に対応

できるようになってい

る。 

○全学年の巻頭には、道

徳の授業についてのオ

リエンテーションがあ

り、学習の流れが捉えや

すくなっている。 

 

○教材名の下に、導入と

なる問いが示され、教材

を通してどんなことを

考えていくのか意識付

けられるよう工夫され

ている。（１年p.34） 

〇「部活動」「３年生を

送る会」など、学校行事

や体験活動と連携を図

ることができるよう教

材が配列されている。 

（２年p.14,146） 

 

○「ハゲワシと少女」の

ように、インパクトのあ 

る写真を掲載されてい

ることが多く、生徒の興

味・関心を高めるよう工

夫されている。（３年

p.56） 

〇社会に貢献してきた

人物や各界で現在も活

躍している著名人が多

く教材に取り上げられ、

生徒の興味・関心を引く

ように工夫されている。 

○ＳＮＳ、歩きスマホな

ど、今日的な課題とし

て、生徒が身近に感じる

題材を取り上げ、自分ご

ととして考えられる教

材となっている。 

○全学年巻末に「資料 

都道府県にゆかりのあ

る人物と、その言葉」が

あり、視野を広げ、我が

国を愛する態度へとつ

ながっていく工夫が見

られる。 

○各教材末の「学びの 

道しるべ」には３つの 

問いが示され、教材内容

だけでなく生徒自身へ

の問いかけもあり、実生

活を振り返ることがで

きる。 

○ジェンダーなど、今日

的な課題に対応してお

り、多面的多角的に物事

を考えられるような工

夫が見られる。 

○文章の行間があ

いていること、行の

目盛りがついてい

ること、２段構成で

書かれている資料

などがあり、読みや

すい工夫が見られ

る。 

〇１年生前半の教

材では、文字を大き

くし、発達段階に応

じた文章となって

いる。 

 

○巻末に１時間ごとの

学習を記録する欄や、学

期末・学年末に学びを振

り返る切り取り可能な

ページが用意されてい

る。 

○各教材末の「学びの 

道しるべ」には３つの 

問いが示されており、教

材の内容に関するもの

から、スモールステップ

で自分のことも振り返

られるようになってい

る。 
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選  定  に  必  要  な  資  料 

【 特別の教科 道徳 】 ２／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｉ 

○生徒にとって読みや

すく、理解しやすい資料

が多く、各学年の発達段

階に適した配置となっ

ている。 

○巻頭には「道徳の授業

を始めよう！」が、巻末

には「道徳の学びを振り

返ろう」が設定され、自

分自身の学びの軌跡も

確認出来るようになっ

ている。 

(1年p.6,160) 

○それぞれの学年の特

徴をつかみ、成長の段階

に合わせた教材配列と

なっている。（１年生「自

分で決める」→「感謝」

へ）（３年生後半では卒

業を意識した資料構成） 

○年間を３つのシーズ 

ンに区切り、学びのテー

マが設定されている。 

 

○全学年でヨシタケシ

ンスケさんの絵本「なん

だろうなんだろう」や、

有名人直筆のメッセー

ジを掲載し、生徒の興味

を引く工夫がされてい

る。 

○生徒にとって親しみ

やすいイラストや漫画、

写真などが多く使われ

ている。 

○１年生「異文化の人々

と共に生きる」では、具

体的な場面を取りあげ

て、自分ごととして考え

やすい工夫がしてある。

（１年p.117） 

○全学年に「人と人との

関係づくり」を設定し、

他者とよりよく関わる

スキルを学ぶことがで

きるよう工夫されてい

る。 

○各教材の「考えよう」

では、２つの発問があ

り、そのうちの一つは実

生活につながる発問と

なっている。 

○巻末の「教材別テーマ

一覧」「この教科書が目

ざした１年生の姿」によ

り、道徳科と現代的な課

題や各教科等との関わ

りを捉えられるように

なっている。 

(1年p.180,181,184) 

○教科書に直接書

き込めるスペース

が多く用意してあ

り、生徒自身が主体

的に考えられる工

夫が見られる。 

○教材配列の「ユニ

ット」化により複数

の教材が有機的に

結びつき、重点的か

つ効果的に学べる

よう工夫されてい

る。 

 

○巻末に１時間ごとの

学習を記録する欄、学期

末・学年末に学びを振り

返る切り取り可能なペ

ージが用意されている。 

○各教材末の「見方を変

えて」で多面的多角的に

考えられるよう工夫さ

れているという点で優

れている。 

Ｏ 

○巻頭のオリエンテー

ションのページには、道

徳科の学習意義や内容、

学び方やテーマが掲載

され、授業の流れや１年

間の見通しが捉えやす

いように工夫されてい

る。 

○１年生では、絵や漫

画、イラストを交え、理

解しやすい教材となっ

ている。学年が上がるに

つれ文章量が増え、補足

説明が必要な教材もあ

る。 

〇教材の配列が、「個人

の目標」や「いじめの問

題」から、「友情や集団

生活」、「よりよい社会や

将来の自分を考える」な

ど、個人から社会へと思

考が広がるよう工夫さ

れている。 

○１年間の学校行事や

生徒の発達段階を踏ま

えて、適切な時期に適切

な教材を扱うことがで

きるように構成されて

いる。 

○「プラットホーム」「参

考」「私の生き方」とい

うコラムが適宜配置さ

れ、興味・関心を引くと

ともに、教材の理解を助

けるものになっている。 

〇「命について」「先人

の伝記」「スポーツ」「情

報化への対応」「いじめ

の問題」など、恒久的な

テーマから現代的な課

題など、多様な資料で生

徒の興味関心を引く工

夫が見られる。 

○複数の教材とコラム

を組合わせたユニット

「『いじめ』と向き合う」

が年間に複数配置され、

差別をなくし、平等・思

いやりの精神を培える

よう集中的かつ継続的

に考えられるよう工夫

されている。 

○「話合い活動」のペー

ジが複数あり、生徒同士

で考え、議論する道徳の

イメージがわきやすく、

実践しやすいものとな

っている。 

○ジェンダーについて

１ページを割いて学ぶ

ところがあり、他者理解

など、今日的な課題に対

応している。 

（３年p.101） 

○全学年に「よりよい社

会と私たち」というテー

マでの複数の教材があ

り、実社会で生きて働く

「社会力」を育めるよう

になっている。 

○教材名の上に主

題名が、教材名の下

に登場人物の写真

や絵が掲載され、学

習の見通しをもた

せ、興味・関心を高

める工夫が見られ

る。 

○「道徳ノート」に

は、友達の意見を書

く欄があり、他者の

意見を参考にしな

がら多面的多角的

に考えられるよう

になっている。 

○別冊「道徳ノート」は

教科書本冊に対応して

おり、発問や自分の考

え、振り返りの記入欄が

あり、１ページに１時間

の学びを記録するよう

になっている。 

○各教材末にある「自分

に＋１」でそれぞれの価

値項目について自分ご

ととして考えらえるよ

う工夫されており、特に

優れている。 

 

35



出雲採択地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 

【 特別の教科 道徳 】 ３／３  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１ 内容、程度、 

分量等 

２ 題材の選択や 

構成等 

３ 興味・関心への 

配慮等 

４ 教科の特性、地 

  域の実態や課題 

  への適合等 

５ 資質・能力との 

関連や実生活へ 

生かせる工夫 

６ その他 

Ｐ 

○内容項目のバランス

等を考えて３５時間分

の教材が配列されてい

る。 

○全体的に読み応えの

ある資料が多い反面、長

い資料が多く、予備知識

や補足の説明を必要と

するものがある。 

○教材に主題名が示さ 

れていないことで、自ら

課題を見つけ、多面的に

考えることができるよ

うになっている。 

○全学年持続可能な社

会と、夢に向かって輝く

人に焦点を当てた「ユニ

ット学習」により多面的

多角的に考えられるよ

うになっている。 

○イラストや写真を使

うことでわかりやすく、

資料への興味がわくよ

うな工夫がある。 

○目次のあとに内容項

目や「人とのかかわり」

「社会とのかかわり」な

ど四つの視点について

分かりやすくまとめて

あり、学習への見通しを

もたせ、学習意欲を喚起

させる工夫がある。 

○「情報モラル」につい

て各学年で取り上げて

あり、グラフ資料や新聞

などの多様な資料から

多角的に考えられるよ

うになっている。 

○生命にかかわる内容

の教材に「いのち」のマ

ークがついており、生命

について多面的に捉え

られ、いじめの防止にも

つながるようになって

いる。 

 

○全学年「深めよう」を

活用することにより、自

分事として考えたり、発

展的な課題について更

に考えたりできるよう

になっている。 

○全学年「クローズアッ

プ」には具体的なデータ

が載っており、実生活と

つなげて考えやすくな

っている。 

○ＡＢ版サイズの

ゆとりのある紙面

となっているが、生

徒が管理しにくい

面がある。 

○全学年に「マイプ

ロフィール」があ

り、定期的に自分を

振り返られる構成

となっている。 

○各教材末にねらいに

迫る問いはあるが、自分

に返す問いが設定され

ていない教材もある。 

○巻頭「マイプロフィー

ル」、巻末「心の四季」「学

びの記録」により、１年

間の成長を自分自身で

確かめられるよう配慮

されている。 

Ｔ 

○別冊「中学生の道徳ノ

ート」の前半に、各内容

項目に関連した資料が

１ページずつ掲載され、

本冊と合わせて活用す

ることができるよう工

夫されている。 

○発達段階に応じて資

料の難易度が変えてあ

り、文字の大きさも工夫

されている。 

○教材末の「学習の手が

かり」に、主題名や内容

項目が示されている教

材もあり、見通しをもっ

て学習できるよう工夫

されている。 

○いじめ防止、人権尊重

に関わる教材が、重点課

題として複数提示され、

配当時間が増えるよう

設定されている。 

○ＱＲコードのついて

いる教材があり、調べ学

習など、発展的な学習に

対応している。 

○各教材の最後に先人

や現在活躍している著

名人の言葉が掲載され、

生徒の興味・関心が高ま

るよう工夫されている。 

 

○３年生では裁判員裁

判の資料があり、今日的

な課題に対応している。 

(３年p.142) 

○全学年の巻末に、「い

じめ防止」「情報モラル」

「現代的な課題」の特集

が設定され、教材と合わ

せて活用できるよう工

夫されている。 

 

 

 

 

○「thinking」が各学年

３つずつ掲載され、多面

的・多角的に考えられる

よう工夫されている。 

○巻末の「内容一覧」に

は、各教材と他教科や現

代的な課題等との関わ

りが示され、道徳科との

関連を図ることができ

るよう配慮されている。 

(1年p.180) 

 

○ＡＢ版サイズの

ゆとりのある紙面

となっているが、生

徒が管理しにくい

面がある。 

○別冊ノートの「学

習の記録」と「学習

を振り返って」が同

じスペースになっ

ているとよりわか

りやすい。 

○別冊ノートには、１時

間の学習記録、心に残っ

た授業、学期・年間の振

り返りを記入する欄が

あり、成長を確認できる

よう工夫されている。 

○各教材末の「考える・

話し合う」では、めあて

や教材に関わる問いと

ともに、考えを広げ、深

める視点が示されてお

り、学びを深められるよ

う工夫されている。 

 

 

36


